
  

  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要） 

国際社会において，今や英語は不可欠なコミュニケーションの手段であり，薬学専門分野においても必要な情報の

収集や交換を国際的レベルで実行できることが必要である。本講義では，基本的な英語の文法を復習することから始

め，易しい英文の解読を通して，単語力および文法などについて説明する。これにより，外国語の４技能である「読む」，

「書く」，「聞く」，「話す」に必要とされる基本知識を修得させる。また，辞書指導にも重点を置き，辞書の活用によって，

薬学専門の原書を読解するための基礎学力を身につけさせる。 
 
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
 下記の到達目標のうち複数のものをバランスよく達成する。 
1.   英語の文を構成するものの分析を行い，その言語構造を認識する。 
2.   文と文とが結び付けている語句の理解とを論理展開とを把握する。 
3.   日本語の場合と同様，薬学専門英語の習熟の前段として新聞英語を読めるかを心がける。 
4.   日本語と英語の言語構造の違いに目を向けながら文化・習慣の違いを理解する。 
5.   医療に関する英文記事のみでなく生活，社会についての英文にも触れ広い視野を養う。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 全体論的医療 患者をどう捉えるか？英語５文型の分析・復習 

2. ストレス ストレス関連英文記事，接続詞THAT の用法 

3. 人の成長と発達 人体各部位に関する英語・英文，WHO の用法 

4. 老人医療 老人医療関連英文記事，関係代名詞の用法（１） 

5. スポーツ医療 運動能力等に関する英文記事，SO・・・THAT の用法 

6. 音楽療法 音楽の医療における効果についての英文，SEEM の用法 

7. アニマル・セラピー 医療における動物の役割，関係代名詞の省略 

8. 臓器移植 臓器移植に関する英文記事，過去・現在分詞の用法（１） 

9. 臓器移植 移植にからむ倫理的問題の英文，SHOULD の用法 

10. 医療チーム チーム構成委員の役割，不定詞の用法（１） 

11. コミュニケーション 医療従事者と患者の意思疎通，不定詞の用法（２） 

12. 手術 手術の三局面に関する英文記事，不定詞の用法（３） 

13. 睡眠 REM 睡眠に関する英文記事，分詞の用法（２） 

14. 定 期 試 験 １－13 の項目の各種英文の理解度を診断 
    
方方方方 略略略略 講義と演習をミックスした授業形態 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 クラスでの発表・質疑応答，レポート，定期試験の結果などによる総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 『ブラッシュアップ！基本英語』 松井，梅田，小西ほか(開文社) 

 『英語で学ぶ医療と健康』（新訂版）西村，関口ほか（朝日出版社） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 『日本人の英語』（岩波新書）『ネイティブスピーカーの英文法』（研究社） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 予習ではテキスト本文の和訳・練習問題などは必ずノートに書いてみること（予習には電

子辞書でなく本の形の辞書を利用すること。またテキスト本文の英語は筆写しないでその

英文コピーをノートに貼り付けること。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 月曜：授業を行っている時間帯を除き終日[夕方6時ころまで] 

火曜：昼休み  
図書館棟 １２階 １２５・１２６室 

基礎英語基礎英語基礎英語基礎英語 １年次通年，必修，２単位（前期分）   教養教育研究室 教授 吉田 徹夫 



  

  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
 国際社会において，今や英語は不可欠なコミュニケーションの手段であり，薬学専門分野においても必要な情報の

収集や交換を国際的レベルで実行できることが必要である。本講義では，基本的な英語の文法を復習することから始

め，易しい英文の解読を通して，単語力および文法などについて説明する。これにより，外国語の４技能である「読む」，

「書く」，「聞く」，「話す」に必要とされる基本知識を修得させる。また，辞書指導にも重点を置き，辞書の活用によって，

薬学専門の原書を読解するための基礎学力を身につけさせる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
 下記の到達目標のうち複数のものをバランスよく達成する。 
1.   英語の文を構成するものの分析を行い，その言語構造を認識する。 
2.   文と文とが結び付けている語句の理解とを論理展開とを把握する。 
3.   日本語の場合と同様，薬学専門英語の習熟の前段として新聞英語を読めるかを心がける。 
4.   日本語と英語の言語構造の違いに目を向けながら文化・習慣の違いを理解する。 
5.   医療に関する英文記事のみでなく生活，社会についての英文にも触れ広い視野を養う。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 体温 体温に関する英文記事，前置詞句の用法 
2. 医療テクノロジー ハイテク医療に関する英文記事，受動態の用法（１） 
3. 院内感染 院内感染の予防と治療，受動態の用法（２） 
4. 感染症 感染症をめぐる会話の英語，接続詞の用法（２） 
5. エイズ AIDS の治療についての英文説明，IT の用法（１，強調） 
6. 薬 薬の効果と人体への影響，関係代名詞の用法（２） 
7. 薬 薬物動態学についての英文記事，動名詞の用法（２） 
8. がん CANCER の治療についての英文記事，英語否定表現 
9. がん 乳がん患者をめぐる会話英語，代名詞の用法 

10. 生殖治療 不妊治療をめぐる英文記事，同格表現 
11. 遺伝子治療 最初の遺伝子治療に関する英文記事，仮定法 
12. 遺伝子治療 遺伝子治療の現状に関する英文記事，IT の用法（２）  
13. 医療の倫理 医療における法と倫理の英文記事，WHAT の用法 
14. 定 期 試 験 １－13 の項目の各種英文の理解度を診断 

    
方方方方 略略略略 講義と演習をミックスした授業形態 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 クラスでの発表・質疑応答，レポート，定期試験の結果などによる総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 『ブラッシュアップ！；基本英語』松井，梅田，小西ほか(開文社) 

 『英語で学ぶ医療と健康』西村，関口ほか（朝日出版社） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 『日本人の英語』（岩波新書）『ネイティブスピーカーの英文法』（研究社） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 予習ではテキスト本文の和訳・練習問題などは必ずノートに書いてみること（予習には電

子辞書でなく本の形の辞書を利用すること。またテキスト本文の英語は筆写しないでその

英文コピーをノートに貼り付けること。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 月曜：授業を行っている時間帯を除き終日[夕方6時ころまで] 

火曜：昼休み  
図書館棟 １２階 １２５・１２６室 

基礎英語基礎英語基礎英語基礎英語 １年次通年，必修，２単位（後期分）   教養教育研究室 教授 吉田 徹夫 



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
さまざまな情報の交換や意思のコミュニケーションの方法として，日本語の文章を「読む」，「理解する」，「書

く」などの能力が必要である。 
本教科では，文章の基本的なしくみ，要約法，要旨の理解法などを教授する。次に，手紙，論説文，レポート

およびプレゼンテーションのための原稿作成に必要な作法や文章様式，文章構成，論理的展開の必要性，また，

会議や学会における公演要旨を的確に記録する要点などについても講述する。さらに，種々の文章について演習

を行い，正確な文章の表現力と読解力を身につけさせる 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   国語表現に関する一般常識を習得する。（基礎知識） 
2.   論理的な考え方とその表現能力を養成する。（表現力） 
3.   薬剤師として必要となる表現マナーを理解し運用する能力を身につける。（実践力） 
4.   薬学・医療に関する専門的な図表・データにもとづいた小論文を作成できる。（応用力） 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. ガイダンス 授業の目的と進め方・小作文の作成（実力の把握） 
 2. 国語表現の基礎・方法（１） 話し言葉と書き言葉・「ら」抜き・「さ」入れ言葉 
 3. 国語表現の基礎・方法（２） 敬語表現の基礎・尊敬語の使い方 
 4. 国語表現の基礎・方法（３） 謙譲語・丁寧語の使い方 
 5. 国語表現の基礎・方法（４） 敬語待遇表現の応用・識別法 
 6. 国語表現の実践（１） 書簡（葉書・手紙）の規則（文語文による敬語表現） 
 7. 国語表現の基礎・方法（５） 文章理解と図式化（要約・プレゼンテーション） 
 8. 国語表現の基礎・方法（６） 小論文講座（初級編） 
 9. 国語表現の基礎・方法（７） 小論文講座（中級編） 
10. 国語表現の実践（２） 小論文講座（上級編） 
11. 国語表現の特殊問題（１） メディアと国語表現（宣伝文研究） 
12. 国語表現の特殊問題（２） 日本文化史と国語表現（暦・干支・旧字体・大字） 
13. 国語表現の特殊問題（３） 公式文書の書式と実践 
14. 定 期 試 験 講義内容に関する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 平常点（出席状況・教場提出課題）および期末試験にもとづき総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 毎講，プリント教材を作成して配布する。 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 各自で国語辞書（電子辞書も可）を用意しておくこと（詳細はガイダンス時に指示する）。 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ １年次の必修科目のため、くれぐれも履修漏れのないように注意すること。 
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業終了後に質問を受け付けます。 

国語表現法国語表現法国語表現法国語表現法    １年次半期（後期），必修，１単位         非常勤講師 原 克昭 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
患者の薬暦管理・服薬指導や医薬品情報の収集など，パソコンは薬剤師にとって不可欠なものである。 
本教科は，医療機関の中でパソコンが自由に使えるようになることを目的とする。パソコンの基礎として，ハードウェア

とソフトウェアの関係を学ぶ。その上で，インターネットの仕組みと使い方，電子メールの送・受信の仕方，ワープロソフ

ト（ワード）による文章作成の基礎と応用，表計算ソフト（エクセル）の基礎と応用，プレゼンテーションソフト（パワーポイ

ント）によるプレゼン資料の作成等に必要な基礎知識を修得させる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   情報化社会の歴史と現状および将来 
2.   情報科学の基礎 
3.   パソコンのハードウェア 
4.   パソコンのＯＳや応用ソフト 
5.   インターネットや電子メール 
6.   パソコンによる文章作成 
7.   パソコンによる表計算 
8.   プレゼンテーション資料の作成。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 情報科学とは何か 

 2. コンピュータの歴史と情報化社会 

 3. パソコンの本体の構成，ハードウェア 

 4. パソコンのOSと応用ソフト 

 5. インターネットや電子メールの知識と使い方を学ぶ 

 6. ワードの使い方の基本 文字の入力（漢字，英数字） 

 7. ワードによる文章の作成 編集，図形，罫線の処理 

 8. ワードによる文書の作成練習 体裁の整え方，保存，印刷 

 9. エクセルによる表計算の基礎 数字の入力，表の作成 

10. エクセルによる表計算の応用 計算，関数の応用 

11. エクセルによる表計算の応用演習 グラフの作成，保存，印刷 

12. パワーポイントの使い方 文書，図面の処理 

13. パワーポイントの使い方演習 体裁を整え保存 

14. 定 期 試 験 パワーポイントによるプレゼンテーションの発表 
    
方方方方 略略略略 講義と演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出席状況，パワーポイントによるプレゼンテーションの発表 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 なし 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 できるWord&Excel 2002（インプレス社） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ パソコンを所有していることが望ましい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業日ならいつでも研究室にお越しください。その他の日は予約してください。    
 

情報科学入門情報科学入門情報科学入門情報科学入門 １年次半期（前期），必修，１単位 教養教育研究室 教授 中山 正之 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
これからの国際化に対応するため，薬学の分野においても外国文献などによる最新の研究情報の検索，さらには医

薬品情報の収集や情報交換を国際レベルで自在に実行できる語学力を身につけることが要求されている。 
本教科は，専門の薬学英語を学ぶための入門として，ライフサイエンスを主題としたさまざまな英文を解読させる。こ

れにより科学的英文の中で汎用される専門用語や基本的構文などの基礎知識を修得させ，薬学分野で使われる英語

表現に慣れさせる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   薬学，科学，医療などに関連する英文を読んで，その内容を理解できる。 
2.   薬学，科学，医療などに関連する専門用語を英語で書き，発音できる。 
3.   薬学，科学，医療などで使用される基本的単位，数値，現象の英語表現を読み書きできる。 
4.   薬学，科学，医療などに関する論文を書いたり，研究発表するために必要な英語の基本構文を使用することがで

きる。 
 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. Introduction, Humans as organisms 講義の進め方，科学的英語表現に慣れる。Cell and enzymes 
 2.  Inside an animal cell 
 3. Nutrition converts food molecules to 

a usable form 
Nutrition involves a sequence of processes 

 4.  Vitamins and minerals 
 5. Respiration provides the energy for 

life 
Energy conversions in living things 

 6.  What is respiration? 
 7.  Anaerobic respiration 
 8. Maintenance of life The nervous system 
 9.  Human hormones and coordination 
10. Health and disease What is disease? 
11.  Diabetes 
12.  The risks of smoking 
13.  Limiting the spread of diseases 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義形式 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況，小テスト，授業態度および提出物などから総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「English for Pharmaceutical Students Ⅰ」（横浜薬科大学編） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 講義内で随時紹介する。 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 英文を読むとは，内容を理解すること。この講義では，自然科学系の英文に慣れ，読み進

めることを目的としている。多くの英文を積極的に読み，長文を読みこなす力を身につけ

よう。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 随時対応する。    
 

薬学英語Ⅰ薬学英語Ⅰ薬学英語Ⅰ薬学英語Ⅰ １年次半期（後期）必修，１単位   漢方治療学研究室 講師 五十鈴川和人 
                                                  医薬品化学研究室 講師 磯村    茂樹 



  

  

 

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
臨床の場において，医薬品に必要な情報が伴っていなければ薬として活かされることはない。薬剤師にとって

様々な情報の検索，収集，解析，発信は，不可欠なものである。 
本演習では，情報科学入門で学んだパソコンの基礎知識に基づき，インターネットによる情報収集，ワープロ

による種々の文章作成，表計算ソフトによる表作成などを実際に行う。さらに，実際の情報処理の概要と大量の

データを処理するデータベース管理システムの機能を学び，データベース言語を使った問い合わせの手法など基

礎的技術を修得する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   ワープロソフトで医薬品名などを含む技術系の文章を自由に入力・編集できる。 
2.   化学反応式および化学構造式を描画しさらに他のアプリケーションで活用できる。 
3.   インターネットで情報収集し，必要データを取り出して報告書にまとめることができる。 
4.   表計算ソフトを使って生データを数式処理し結果を各種グラフで描画できる。 
5.   表 計 算 ソ フ ト の 主 要 な 関 数 機 能 を 理 解 し 目 的 に 応 じ て デ ー タ 処 理 が で き る 。 
6.   Webpage プログラミング言語で webpage を作成し情報発信・コミュニケーションができる。 
7.   データベースの概念を理解し，基本機能を使って主なデータ操作ができる。 
8.   インターネットの医薬品データベースを活用し条件に合った任意の医薬品が検索できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 文字入力の基本 文字入力における基本操作の確認 
 2. ワープロソフトの応用機能 MS数式3.0による数式入力 
 3. インターネットによるデータ収集 Webpage上の生データの収集および著作権について 
 4. Presentationソフトの活用 ExcelとPowerPointの連携によるドキュメント作製 
 5. 表計算ソフトの基礎 Excelによる表作成と編集，セルの相対/絶対参照 
 6. 表計算ソフトの応用-Ⅰ グラフ描画の基礎と統計解析（回帰分析）への応用 
 7. 表計算ソフトの応用-Ⅱ 医薬品複合グラフの描画，論理関数を使ったBMI判定 
 8. 表計算ソフトの応用-Ⅲ 対数関数による数値計算と対数グラフ描画 
 9. Webプログラミング HTML とCSS によるwebpageのしくみと構造・情報発信 
10. データベースの基礎 データベースの基本構造と主要機能（並替え，抽出等） 
11. データベース検索の実際 インターネットによる各種医薬品データベース検索 
12. 化学構造描画ソフト入門- ISIS Drawによる化学構造描画ソフトの基本 

13. 化学構造描画ソフトの応用 化学構造式の他のアプリケーションとの連携 
14. 定 期 試 験 情報処理演習1～13に対する習熟度試験を実施 

    
方方方方 略略略略 講義，実習及びe-learning システムの組み合わせ。 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 毎回の演習課題提出状況，出席数，後期試験結果を総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 なし（オリジナル教材） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「コ・メディカルのための情報リテラシー」 佐藤憲一・川上準子（共立出版㈱） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ PC利用による面白くて役に立つ各種情報処理手法を実操作を通して学んでいきます。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 講義日の朝・昼休み・放課後などの空き時間に質問，相談があれば受け付けます。（授業

日のみ対応）また e-Learning システム(演習専用HP)を使って 24 時間いつでも自宅学習

が可能。質問などはメールで随時サポートします。    

情報処理演習情報処理演習情報処理演習情報処理演習 １年次半期（後期），必修，１単位 教養教育研究室 准教授 岡崎 裕樹 



  

  

 
    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

人間は集団社会の中で生活している。集団社会の中では，お互いのコミュニケーションを上手に行うことが人間関係
を円滑にし，相手との信頼関係を築くのに必須である。本教科では，言語的および非言語的コミュニケーションの方法，
意思・情報の伝達に必要な要素などの基礎知識について講義する。これらにより，文化，習慣，相手の立場や状況によ
ってコミュニケーションのあり方が異なることや，相手の意見を聞く態度も重要であることを認識させる。さらに，いろい
ろな場面を設定して演習させることにより，状況に応じたコミュニケーションの技能と態度を修得させる 

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    
1.   日本人のコミュニケーション能力は，欧米人に比べて論理性に乏しいという考え方は誤解であるという知見を提供することにより，

日常会話および討論の場においても自信をもった発言ができる（知識・技能・態度）。 

2.   コミュニケーションは，人間関係を構築発展させる基本であるという知見を提供することにより，他者信頼，自尊感情の両方をもっ

た対人関係を形成する（知識・技能・態度）。 

3.   聞き手の立場になったとき，「察する」努力をするというコミュニケーションができる（知識・技能・態度）。 

4.   文化が異なれば，見える世界が異なることという様々 な知見を提供することにより，国際化の中で，日本人としての立場から発言

ができる（知識・技能・態度）。 

5.   マス・メディアの持つ情報操作の側面を知ることで，自らの判断力を持つ（知識・技能・態度）。 

6.   集団内コミュニケーションは，極端な意見に収束する傾向がある。また少数派であっても声高に，攻撃的に発言することで集団

内コミュニケーションの主導権を奪い取ることができるなどの知見を提供することにより，討論場面での円滑な運営方法を身に

つける（知識・技能・態度）。 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

1. 導入、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとは何か 
半期で行う授業の概要についての説明。ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをどのような意味として
用いているのか，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのﾌﾟﾛｾｽについて考える。 

2. ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ状況の構成要素 
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの構成要素である ①送り手，②ﾒｯｾｰｼﾞ，③ﾁｬﾈﾙ，④受け手 
のそれぞれの特徴について考える。 

3. ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝによる人間形成(1) 人間が言語を用いて，人間関係を構築発展させることができるようになるの
は，いつ頃からなのかを考える。 4. ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝによる人間形成(2) 

5. 説得的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（１） 
人は何故，説得に応じたり，説得を拒否したりするのかなどについて考える。 

6. 説得的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（２） 

7. ﾏｽ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（１） ﾏｽ･ﾒﾃﾞｨｱの及ぼす影響や、集団討議の及ぼす影響、集団内ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝなど
について考える。 8. ﾏｽ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（２） 

9. 文化とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（１） 「言われたことだけやればよい」というｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ行動が起きるのは何故なの
かなどについて考える。 10. 文化とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（２） 

11. 非言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（１） 表情，しぐさ，まなざしがどのような意味を持っているかについて学ぶ。 

12. 非言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（２） 

13. 対人関係とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（１） 
人は他者との出会い，ふれあい，ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを通して，自分自身を成長させ
ることができることについて学ぶ。また、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力と自己に対するｲﾒｰ
ｼﾞの関係について，ひきこもり，携帯電話などを例に挙げて考える。 

14. 定 期 試 験  
    
方方方方 略略略略 講義 
成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法 主に，定期試験の成績による。全出席をしているからといって成績がよくなる訳ではない。 

教 科教 科教 科教 科 書書書書 市販の教科書は使用せず，独自に作成したプリントを，授業時に配布する。 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 1.ヘルス・コミュニケーション――これからの医療者の必須技術―― Northouse,L.L.＆Northouse,P.G. 信友浩一・萩原明人

（訳） 1998年 九州大学出版会 ２.コミュニケーション心理学 深田博巳編著 1999年 北大路書房 ３.コミュニケーション最前線 2000年 宮原哲 松
柏社 ４.対人援助とコミュニケーション――主体的に学び，感性を磨く―― 2001 年 諏訪茂樹 中央法規 ５.コミュニケーション学がわかる （ア
エラムック） 2004年 朝日新聞社 ６.親しさが伝わるコミュニケーション 1999年 諸井克英・中村雅彦・和田実 金子書房 ７.コミュニケーション社会
学（ライブラリ社会学７） 1985年 青木和夫監修 サイエンス社 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 授業時間も「一期一会」だと思います。お互いに出会いを大切に致しましょう。 
オ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワオ フ ィ ス ア ワ ーーーー 非常勤講師ですから，特に設定されていません。授業終了後の質問，大歓迎です。    

コミュニケーション論コミュニケーション論コミュニケーション論コミュニケーション論１年次半期（後期），必修，１単位  
                                   非常勤講師 阿部 洋子 



  

  

  
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）            
現在，薬剤師を取り巻く医療環境は，社会の要請により「患者中心の医療」へと大きな改変の時期を迎えてい

る。このような社会の流れの中で，薬剤師には社会人として，かつ医療人としての確かな倫理観や道徳観をもつ

ことが要求されている。 
本講義では，薬剤師である前に一社会人として持つべき倫理観について，その構造，普遍的内容および根本的

存在意識などを解説する。さらに，社会的な諸問題と我々の在り方という視点から，社会人の一員としての倫理

観とは何か，また，その必要性についても合わせて考察する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   医療の担い手として，社会のニーズに常に目を向ける。 
2.   医療の担い手として，社会のニーズに対応する方法を提案する。 
3.   医療の担い手にふさわしい態度を示す。 
4.   ヘルシンキ宣言の内容を概説できる。 
5.   医療の担い手が守るべき倫理規範を説明できる。 
6.   インフォームド・コンセントの定義と必要性を説明できる。 
7.   研究に必要な独創的考え方，能力を養成する。 
8.   医療の担い手として，生涯にわたって自ら学習する大切さを認識する。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 人間と社会 人間の本質・本性 

 2. 人間と社会 個性と社会性 

 3. 人間と社会 自己実現と社会・環境 

 4. 人間と社会 教育の意義・目的 

 5. 人間と社会 倫理の意義・必要性 

 6. 倫理思想 カントの理性主義 

 7. 倫理思想 功利主義，プラグマティズム 

 8. 倫理思想 実存主義 

 9. 倫理思想 仏教，儒教 

10. 倫理思想 精神分析と倫理 

11. 医療倫理 ヒポクラテスの誓い 

12. 医療倫理 ジュネーブ宣言，ヘルシンキ宣言 

13. 医療倫理 リスボン宣言，日本薬剤師会薬剤師倫理規定 

14. 生命倫理 バイオエシックスの意義とインフォームド・コンセント 

15. 定 期 試 験 授業内容の修得状況の確認 
    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況，受講態度等による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「医療倫理学」小川芳男著（北樹出版） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「医療心理学」小川芳男著（北樹出版） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 知育のみならず，徳育の修得にも努力してもらいたい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業日の昼休みなど空き時間に質問，相談があれば受け付けます。

社会倫理学社会倫理学社会倫理学社会倫理学    １年次半期（前期），必修，１単位        非常勤講師 小川 芳男 



  

  

  
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
哲学は，人間や物事の本質を追究する学問であるが，デカルトに始まった近代哲学も人間の普遍的全体性を理

解することには必ずしも成功していない。しかし，哲学を学ぶことは人間個々の人生観，道徳観および倫理観形

成に重要なことである。本講義では，社会人として必要とされる人間性，人間の価値観などの普遍的な人間学に

ついて哲学的観点から論じる。人間の「理性と感情」，「精神と身体」，「善と悪」などの道徳的概念をテーマとし

て取り上げ考察するとともに全員で討論する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   医療の担い手として，また一人の人間として人生観・世界観を反省し深めていく態度と素地をつくる。 
2.   科学的知識の特質及びその意義と限界について説明できる。 
3.   現代の医療倫理の基礎にある思想を時代的・文化的に相対化する観点について説明できる。 
4.   異なる人間観・人生観・世界観等を比較しつつ討議できる。 
5.   対人関係における感情の位置や言葉の重み，人間の相互性・共同性などについて説明でき，かつそれらに

ついて自分の経験に即して批判的・反省的に考察できる。 
 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 西洋哲学と日本  日本における西洋哲学受容，日本における哲学の展開 

 2. 西洋哲学の原点 初期ギリシア自然学，ソクラテスの哲学，哲学と人間形成 

 3. 知の愛求と善き生（１） 技術知・観想知・実践知の区別と関係 

 4. 知の愛求と善き生（２） 科学的知識の特質，近代科学の精神と哲学 

 5. 世界観と哲学  神と人間，目的論と機械論，形而上学と認識論 

 6. 主観と客観（１）  近代哲学の精神，デカルトの生と思想 

 7. 主観と客観（２） ｢主観｣概念と近代思想 

 8. 心と身体（１） 物心二元論，心身問題，心身関係論の展開 

 9. 心と身体（２） 言葉と心身問題，総合的人間学，風土論と人間学 

10. 自己，他者，世界 近代的｢自己｣概念の特質，他我問題，近代的｢自己｣概念批判 

11. 理性と感情 近代的理性主義･合理主義の特質，感性･感情の位置の問題 

12. 知識と対象、言葉と意味  ｢観念｣と知識，知識の｢客観性｣、写像説、言葉と生活様式 

13. 経験、対話、歴史 哲学における各人の経験と思い・対話・哲学史顧慮の重要性 

14. 定 期 試 験  
    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験の評点と平常点(出席数等)によって総合的に評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「哲学の基礎」 山本 信 著 （北樹出版） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「はじめて学ぶ哲学」 渡邊 二郎 著 （ちくま学芸文庫） 

  「西洋思想のあゆみ」 岩田 靖夫ほか 著 （有斐閣） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 学習を通じて哲学を身近なものにしましょう。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 講義終了後又は講義日の昼休みに受け付けます。    
 

人間と哲学人間と哲学人間と哲学人間と哲学    １年次半期（前期），選択，１単位        非常勤講師 石井 雅之 



  

  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
人間はさまざまな社会的活動をしながら生活している。その活動は種々の法律により維持管理されており，現

代の人間社会は法律なしでは成立しない。本教科では，法律の全体構造と構成およびこれらの法律の源である日

本国憲法の基本理念，特徴などについて講義する。薬剤師が職務を遂行するには医療・薬事に関連する法制度を

熟知しなければならないが，背景としての社会保障制度，情報，危機管理などの法体系を予め知ることが役立つ。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   人の価値観の多様性が，文化・習慣の違いから生じから生まれ，その調和について実例をあげて説明でき

る。 
2.   日本社会の成り立ちについて，法律，社会学の観点から説明できる。 
3.   日本国憲法の特徴と三権分立について説明できる。 
4.   日本における社会保障制度のしくみを説明できる。C-18(2)-1-2 
5.   医療保険，介護保険のしくみを説明できる。C18(2)-1-3, C18(2)-2-2． 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 法の社会における意義 法と常識，法と社会秩序，正義の要求 
 2. 法律と倫理・道徳 広義の倫理，狭義の倫理，法律と倫理の関係，立法手続き，法と制

度，行政指導，法的責任と倫理的責任 
 3. 法の体系 公法(憲法，行政法，刑法，訴訟法，国際法)，私法(民法，商法，国

際私法)，社会法，経済法，法典 
 4.   〃  

国家と憲法，近代憲法，日本国憲法の基本原理  5. 日本国憲法 
 6. 法の解釈と適用 法の目的，法の解釈，民事裁判，刑事裁判，法曹，陪審 
 7.   〃 権利と義務，公権と私権，権利意識と順法精神 
 8. 社会生活と法 財産法，人格の自由，所有権の自由，契約の自由，過失責任 
 9.   〃 家族法，個人の尊厳，両性の本質的平等，婚姻・親子・相続 
10. 企業と労働に関する法 法人と会社法，不動産と動産，物権と債権，有価証券，契約 
11.   〃 過失責任，製造物責任法，労働保護法，労働関係法 
12. 福祉，社会保障に関する法 生存権の解釈，社会保障制度，生活保護法，科学技術の法的取扱い(研

究の保障，規制) 薬害，災害への救済 
13. 定 期 試 験 授業内容の修得状況の確認 

    
方方方方 略略略略  講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法  定期試験，出席状況による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書  講義時に配布するレジュメ 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「現代法学入門(第4版)」伊藤正己他 著 (有斐閣) 

  「新・法と社会生活」有澤知子 編著 (尚学社) 
  「薬と社会と法」大久保一徳 編著 (法律文化社) 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 「社会と法律」は社会生活の基礎であるからしっかり修得しましょう。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー  講義終了後に受け付けます。    

社会と法律社会と法律社会と法律社会と法律    １年次半期（前期），選択，１単位        非常勤講師 石川 達紘 

 



  

  

  
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
    社会生活を円滑にするためには多くの商品やサービスを必要とし，必然的に経済的観念なしに生活していくこ

とは考えられない。 
本教科では，社会人として必要な経済学の観念および基礎知識を修得させる。内容としては，物価と最近の経

済の動向，金融政策原理と金融問題，財政問題，とくに税制問題などについて解説する。また，日本経済の現状

についても考察し，日本経済が直面する諸問題とその打開策，将来の日本経済の動向や見通しについても教授す

る。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   社会経済システム全体を捉える眼をもつ。 
2.   経済学の基礎的な知識をもつ。 
3.   日本経済の現状について，借金，雇用，職種などの視点から考察できる。 
4.   労働意欲や市場競争社会における自助努力の重要性を理解できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. イントロダクション  

 2. 「経済」という略語  

 3. 経済学の基礎（1） アダムスミスの理念 
 4. 経済学の基礎（2） マクロ経済理論 
 5. 経済学の基礎（3） ミクロ経済理論 
 6. 日本経済の現状（1） ＧＤＰと国民負担率 
 7. 日本経済の現状（2） 産業・雇用構造 
 8. 日本経済の現状（3） 年功制賃金と終身雇用 
 9. 政府の役割（1） マスグレイブの財政３機能 
10. 政府の役割（2） 経済安定化機能 
11. 政府の役割（3） 所得再分配機能 
12. 金融と金融政策  

13. 国際経済の動向  

14. 定 期 試 験 授業内容の修得状況の確認 
    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席，小テスト（複数回） 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 『福祉国家と地域と高齢化』渋谷博史・櫻井潤・塚谷文武 著，学文社 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 プリントを使用します。 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ     
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義終了後に受け付ける。    

社会と経済社会と経済社会と経済社会と経済    １年次半期（前期），選択，１単位         非常勤講師 塙 武郎 



  

  

  
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
英語によりコミュニケーションを成立させるためには，ヒアリングの能力とスピーキングの能力が必要である。

このコミュニケーションを意味あるものにするためには，英語になれることが大切である。したがって，言語の

背景にある文化や社会への関心と理解が必要である。 
本教科では，英会話を通して，米国の社会生活を背景にした日常会話を修得させる。また，医療の現場におけ

る服薬指導も含めた会話などを紹介し，薬剤師として経験すると予想される会話についても学習する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   英語を学ぶことによって，外国と日本の文化について比較，理解する。 
2.   簡単な英会話を修得する。 

2 －1. 簡単なネイティブの英語を聞き取り，意味を理解することができる。 
2 －2. 簡単な英文を作成し，話すことかできる。 

3.   医療現場において英語で基礎的な服薬指導ができる。 
 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 調剤薬局での会話１ 受付での会話１ 
 2. 調剤薬局での会話２ 内用薬の服用法の説明１（食前・食後・食間） 
 3. 調剤薬局での会話３ 漢方エキス剤服用法の説明 
 4. 調剤薬局での会話４ ２種類以上の薬の服用法の説明 
 5. 調剤薬局での会話５ 漢方煎じ薬の服用法の説明 
 6. 日常会話１ 気分が悪いときの会話 
 7. 日常会話２ 映画のワンシーンより 
 8. 調剤薬局での会話６ 内用薬服用法の説明２（新しい薬，前と同じ薬） 
 9. 調剤薬局での会話７ 薬効の説明１ 
10. 調剤薬局での会話８ 薬効の説明２ 
11. 日常会話３ 胃が痛いときの会話 
12. 日常会話４ 映画のワンシーンより 
13. 調剤薬局での会話９ 初診患者の服薬指導 
14. 定 期 試 験 授業内容の修得状況の確認 

    
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，出席等による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 プリントを使用します。 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 エイザーのわかって使える英文法（上・下）ベティ・S・エイザー著（株式会社ピアソン・

エデュケーション 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 音読を重視しています。授業中大きな声出音読するとこにより“使える英語”を体得して

ください。 
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 講師室へお越しください。不在の場合もありますので予約してください。    

英会話英会話英会話英会話    １年次通年（前期），必修，１単位           非常勤講師 澤口 亜樹 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
英語によりコミュニケーションを成立させるためには，ヒアリングの能力とスピーキングの能力が必要である。

このコミュニケーションを意味あるものにするためには，英語になれることが大切である。したがって，言語の

背景にある文化や社会への関心と理解が必要である。 
本教科では，英会話を通して，米国の社会生活を背景にした日常会話を修得させる。また，医療の現場におけ

る服薬指導も含めた会話などを紹介し，薬剤師として経験すると予想される会話についても学習する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   英語を学ぶことによって，外国と日本の文化について比較，理解する。 
2.   簡単な英会話を修得する。 

2 －1. 簡単なネイティブの英語を聞き取り，意味を理解することができる。 
2 －2. 簡単な英文を作成し，話すことかできる。 

3.   医療現場において英語で基礎的な服薬指導ができる。 
 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. ドラッグストアの会話１ 薬の種類を尋ねる 
 2. ドラッグストアの会話２ 症状を尋ねる 
 3. ドラッグストアの会話３ 患者さんの質問に答える 
 4. 日常会話５ 西洋医学と東洋医学についての会話 
 5. 日常会話６ 映画のワンシーンより 
 6. 調剤薬局での会話１１ 受付での会話２ 
 7. 調剤薬局での会話１２ 点眼液の使い方の説明 
 8. 調剤薬局での会話１３ 頓服薬の服薬法の説明 
 9. 日常会話７ 薬とビールにまつわる会話 
10. 日常会話８ 映画のワンシーンより 
11. 調剤薬局での会話１４ 抗生物質服用法の説明 
12. 調剤薬局での会話１５ 糖尿病薬の服用法の説明 
13. 調剤薬局での会話１６ 医薬品の保存方法の説明 
14. 定 期 試 験 授業内容の修得状況の確認 

    
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 小テスト，出席等による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 プリントを使用します。 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 エイザーのわかって使える英文法（上・下）ベティ・S・エイザー著（株式会社ピアソン・

エデュケーション 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 音読を重視しています。授業中大きな声出音読するとこにより“使える英語”を体得して

ください    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 講師室へお越しください。不在の場合もありますので予約してください。    

英会話英会話英会話英会話    １年次通年（後期），必修，１単位           非常勤講師 澤口 亜樹 



  

  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
中国語の入門コースとして，初歩的な中国語を勉強する。授業内容は，会話を中心に練習するが，中国を代表

する文化の一つとして，漢方薬や中国伝統医学に関する文化やそれに類する資料などを紹介し，漢方に関係する

知識を広める。資料の解説を通して，薬学や医療に関連した語彙を増加させ，中国語の語感に慣れることを目指

す。また，授業の進度や学生の希望に応じて中国等の漢方薬をテーマとしたトピックスの紹介を行う予定。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   言語，歴史，宗教などを学ぶことによって，外国と日本の文化について比較できる。 
2.   中国語の独特の表記法（ピンイン・簡体字）を理解できる。 
3.   中国語の発音を単語，簡単な短文レベルで発音できる。 
4.   中国語の平易な文章を読んで理解することかできる。 
5.   中国語で簡単な受け答え，自分の名前，所属が言える。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. ガイダンス 「中国語」授業の進め方，参考資料の説明。 
 2. 中国語発音の基礎１ 中国語の表記法，発音記号，簡体字の説明。 
 3. 中国語発音の基礎２ 中国語の説明。発音一覧表を見ながらの練習。 
 4. 中国語発音の基礎３ 中国語の説明。母音と子音を組み合わせた発音の練習。 
 5. 中国語発音の基礎４ 中国語の説明。復音節の単語の発音の練習。 
 6. 中国語発音のまとめ 中国語発音のまとめとチェック。 
 7. 決まり文句 あいさつなどの言い方。 
 8. 第１課 「わたし・あなた・かれ」，「～は～です」文。 
 9. 第２課 「これ・あれ・どれ」，疑問文，「～の」，副詞。 
10. 第３課 「～は～します」文。所有を表す文。 
11. 第４課 数字の数え方，「これ，この」，形容詞。 
12. 第５課 「完了」を表す文，「所在」を表す文，助動詞。 
13. 中国語と漢方の話 中国語と関係のある漢方の話。 
14. 定 期 試 験 前期のまとめ。 

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出席と平常点が六割，期末テスト四割で評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 白水社「≪最新版≫中国語はじめの一歩」(2200円） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 ガイダンス時に指示する。 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 言葉のマスターには日々の積み重ねが大切なので，なるべく欠席しないこと。また，積極

的に授業に参加することが望ましい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義時間中，もしくは講義終了後に受け付けます。また，質問がある人にはメール

アドレスを教えます。 

中国語中国語中国語中国語    １年次通年，選択，２単位（前期分）          非常勤講師 植松 宏之 



  

  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要・授業概要・授業概要・授業概要））））        
中国語の入門コースとして，初歩的な中国語を勉強する。授業内容は，会話を中心に練習するが，中国を代表

する文化の一つとして，漢方薬や中国伝統医学に関する文化やそれに類する資料などを紹介し，漢方に関係する

知識を広める。資料の解説を通して，薬学や医療に関連した語彙を増加させ，中国語の語感に慣れることを目指

す。また，授業の進度や学生の希望に応じて中国等の漢方薬をテーマとしたトピックスの紹介を行う予定。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   言語，歴史，宗教などを学ぶことによって，外国と日本の文化について比較できる。 
2.   中国語の独特の表記法（ピンイン・簡体字）を理解できる。 
3.   中国語の発音を単語，簡単な短文レベルで発音できる。 
4.   中国語の平易な文章を読んで理解することかできる。 
5.   中国語で簡単な受け答え，自分の名前，所属が言える。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 前期の復習 発音，表記法の復習。 

 2. 第６課 数字，日付けを表す話。 

 3. 第７課 介詞，存在を表す文，反復疑問文。 

 4. 第８課 時間量を表す文，助動詞（２），介詞（２）。 

 5. 第９課 「～したことがあります」文，介詞（３）。 

 6. 第10課 助動詞（３），「動作の程度」を言う表現。 

 7. 
第11課 

「～しているところです」文，「～しにくる・～しにいく」文。 

「～ですが，それとも～ですが」文。 

 8. 第12課 「～よりも～だ」文，類似の表現。 

 9. 第13課 二つの目的語をとる動詞。 

10. 自己紹介 自己紹介文の作り方。 

11. 決まり文句 日常的に使われる言い方。 

12. 中国語と漢方の話 中国語と関係のある漢方の話。 

13. 復習   通年の復習。 

14. 定 期 試 験 後期のまとめ。 
    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出席と平常点が六割，期末テスト四割で評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 白水社「≪最新版≫中国語はじめの一歩」(2200円） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 ガイダンス時に指示する。 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 言葉のマスターには日々の積み重ねが大切なので，なるべく欠席しないこと。また，積極

的に授業に参加することが望ましい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義時間中，もしくは講義終了後に受け付けます。また，質問がある人にはメール

アドレスを教えます。    

中国語中国語中国語中国語    １年次通年，選択，２単位（後期分）          非常勤講師 植松 宏之 



  

  

  

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
ドイツ語の基礎文法を学びながら，講読や作文を通してドイツ語の構文に慣れ，簡単なドイツ語会話の練習や

コミュニケーションの場を体験することにより，総合的にドイツ語の文化を学ぶ。また，薬学や医療に関連した

テキストを読みながら，関連した単語や表現を理解する練習を行い，簡単な患者さんへの服薬指導における会話

についても授業に取り入れる。さらに，インターネットを利用して，実際のドイツにおける薬学の現状などに関

連するトピックスも紹介する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   薬の名称など，ドイツ語の綴りを発音することができる。 
2.   薬の値段など，ドイツの基数を自由に言える。 
3.   薬局の薬受け渡し窓口において，ドイツ語で易しい会話ができる。 
4.   ドイツ語で易しい日常会話や旅行会話ができる。  
5.   ドイツ語文法の基礎を学ぶ。  
6.   映画などから，易しいドイツ語を聴き取ることができる。  
7.   ドイツ語でグリーティングカードや易しい手紙を書くことができる。 
8.   ドイツ語圏の文化を知ることで，あらゆる意味で視野を広げ，教養を高め，人生観を深める。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. ドイツ語圏の国々，挨拶のことば 最もたいせつなコミュニケーション。 
 2. アルファベット 基本会話 基数や基本会話を暗記。 
 3. 発音，基数 ドイツ語の綴りが発音できる。 
 4. 年号，ハイネの詩を読む 数字が言える。「素晴らしく美しい五月に」の発音と鑑賞。 
 5. 薬局の会話，Lektion 1   薬の値段を伝え，挨拶ができるようにする。 
 6. 規則動詞の現在人称変化，自己紹介 ドイツ語で自己紹介ができる。 
 7. 飛行機内の会話，Lektion2 易しい旅行会話ができる。定冠詞と不定冠詞を覚える。 
 8. 映画『野ばら』 これまで学んだドイツ語を聴き取る。 
 9. 名詞の格変化，グリーティングカード ドイツ語で誕生日カードを書く 
10. Eメールを書く Lektion3 複数形 簡単な独作文ができる。複数形が言える。 
11. 冠詞類 定冠詞類，不定冠詞類，所有冠詞等が言える。 
12. Lektion4 sein動詞とhaben 動詞 さらに詳しく自己紹介できる。 
13. 人称代名詞，並列接続詞  人称代名詞を使うことができる。ドイツ語の語順。 
14. 定 期 試 験 前期のまとめ。 

    
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 受講態度を重視し，定期試験，出席状況などによる総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 『グーテン モルゲン！』（改訂版）渡辺美奈子 他著 （DTP出版） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 (いずれも夏休み選択課題のひとつ)    

『ドイツ語ワークブック』 同学社編集部編（同学社） 
Themen neu 1 Arbeitsbuch  (Max Hueber Verlag)  
『ドイツ人のこころ』，『グリム童話の世界』  高橋義人著 （岩波新書） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 大きな声で発音し，積極的に授業に参加してください。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 特に設けませんが，質問がある人にはメールアドレスを教えます。    

ドイツ語ドイツ語ドイツ語ドイツ語    １年次通年，選択，２単位（前期分）       非常勤講師 渡辺 美奈子 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
ドイツ語の基礎文法を学びながら，講読や作文を通してドイツ語の構文に慣れ，簡単なドイツ語会話の練習や

コミュニケーションの場を体験することにより，総合的にドイツ語の文化を学ぶ。また，薬学や医療に関連した

テキストを読みながら，関連した単語や表現を理解する練習を行い，簡単な患者さんへの服薬指導における会話

についても授業に取り入れる。さらに，インターネットを利用して，実際のドイツにおける薬学の現状などに関

連するトピックスも紹介する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOSBOSBOSBOssss））））    

1.   薬の名称など，ドイツ語の綴りを発音することができる。 
2.   薬の値段など，ドイツの基数を自由に言える。 
3.   薬局の薬受け渡し窓口において，ドイツ語で会話ができる。 
4.   ドイツ語で易しい日常会話や旅行会話ができる。  
5.   ドイツ語文法の基礎を学ぶ。  
6.   映画などから，易しいドイツ語を聴き取ることができる。  
7.   ドイツ語でグリーティングカードや易しい手紙を書くことができる。 
8.   ドイツ語圏の文化を知ることで，あらゆる意味で視野を広げ，教養を高め，人生観を深める。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. Lektion 5 不規則動詞 不規則動詞を使うことができる。 
 2. 命令形，からだの名称 命令形が言える。からだの名称を覚える。 
 3. Lektion 6 前置詞 Lektion 7 時刻 前置詞が使える。時刻が言える。 
 4. 分離動詞，es の用法 旅行会話や手紙に活かす表現を学ぶ。 
 5. 手紙を書く，詩の鑑賞 ドイツ語で手紙が書ける。ゲーテの「銀杏」の鑑賞。 
 6. 映画『エーミールと探偵たち』 聞き取りを強化する。日常会話の表現を学ぶ。 
 7. Lektion 8 話法の助動詞 話法の助動詞を使って薬局の会話をする。 
 8. Lektion 10 序数，曜日，月  曜日や日付が言える。 
 9. Lektion 12 クリスマスカード クリスマスカードや年賀状を書く。 
10. Lektion 13 現在完了形，薬の服用法 現在完了形を使って，薬局の会話をする。 
11. Lektion 14 「きよしこの夜」 歌の発音，薬の服用に関する会話。 
12. Lektion 16 接続法，「歓喜に寄す」 接続法を使って副作用の説明をする。シラーの詩を読む。 
13. 外交話法，要求話法 薬局の会話。処方箋の書き方。 
14. 定 期 試 験 一年間のまとめ。 

    
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 受講態度を重視し，定期試験，板書や発音，出席状況などによる総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 『グーテン モルゲン！』（改訂版）渡辺美奈子 他著 （DTP出版） 

薬局の会話等はプリント配布 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 『ドイツ語ワークブック』 同学社編集部編（同学社） 
     Themen neu 1 Arbeitsbuch  (Max Hueber Verlag) 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 大きな声で発音し，積極的に授業に参加してください。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 特に設けませんが，質問がある人にはメールアドレスを教えます。    

ドイツ語ドイツ語ドイツ語ドイツ語    １年次通年，選択，２単位（後期分）       非常勤講師 渡辺 美奈子 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
多くの国の文化にふれることは，感性豊かな心を育むことかでき，ひいてはグローバル化に対応でき 
る社会人の育成にもつながる。語学を学ぶことは，その国の文化に接するまさに第一歩であり，社会人として

の心を豊かにする。 
本講座は，フランス語の基礎的な語学力の修得を目的とする。まず，基本的な単語や分文法を学ぶことからは

じめ，簡単な対話力を読ませた後，短い手紙などの文章を読ませる。このような段階を踏みながらの学習により，

語学力のレベルアップを目指す。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   簡単なあいさつの表現を学ぶ。 
2.   通りで、互いの名前をいう 
3.   職業、身分をいう 
4.   国名とその形容詞 
5.   曜日名と月名 
6.   キャンバス、昼食に誘う 
7.   レストランで、メニューを学ぶ 
8.   公園で、噂話をする 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. アルファベ  

 2. 綴り字と発音  

 3. 名詞の性と数  

 4. 不定冠詞  

 5. 主語人称代名詞  

 6. アンシェヌマン  

 7. 部分冠詞  

 8. 否定文  

 9. 第一規則動詞  

10. 疑問文  

11. 肯定と否定の応答  

12. 形容詞の位置、性と数  

13. 命令形  

14. 定 期 試 験  
    
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 テスト 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 ケンとジュリー 太原孝英 他 駿河台出版社 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 ケータイ（万能）フランス語文法 久松 健一 駿河台出版社 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 声を出して反復すること。みんなで楽しい授業にしましょう。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業後    
    
    

フランス語フランス語フランス語フランス語    １年次通年，選択，２単位（前期分）      非常勤講師 石田 和男  



  

  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
多くの国の文化にふれることは，感性豊かな心を育むことかでき，ひいてはグローバル化に対応できる社会人

の育成にもつながる。語学を学ぶことは，その国の文化に接するまさに第一歩であり，社会人としての心を豊か

にする。 
本講座は，フランス語の基礎的な語学力の修得を目的とする。まず，基本的な単語や分文法を学ぶことからは

じめ，簡単な対話力を読ませた後，短い手紙などの文章を読ませる。このような段階を踏みながらの学習により，

語学力のレベルアップを目指す。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   空港で、スーツケースを取りに行く 
2.   オルセー美術館で、観光スポットについて話す 
3.   カフェ・バーで、旅行の計画を立てる 
4.   ケンの部屋で、鎌倉について話す 
5.   時刻の言い方 
6.   浅草で、初詣の待ち合わせをする 
7.   ジュリーの家で、ジュリーの帰国について話す 
8.   文化・芸術に幅広く興味を持ち，その価値についてディスカッションする。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 所有形容詞  

 2. 形容詞の比較級  

 3. 不規則動詞aller,venir  

 4. 疑問副詞  

 5. 近い未来と近い過去  

 6. 疑問代名詞  

 7. 疑問形容詞  

 8. 目的語代名詞  

 9. 目的語とは  

10. 過合過去  

11. 過去分子の作り方  

12. 否定文の作り方  

13. 過去の時を示す表現  

14. 定 期 試 験  
    
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 テスト，日常態度 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 ケンとジュリー 太原孝英 他 駿河台出版社 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 ケータイ（万能）フランス語文法 久松 健一 駿河台出版社 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 声を出して反復すること。みんなで楽しい授業にしましょう。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業後 

フランス語フランス語フランス語フランス語    １年次通年，選択，２単位（後期分）      非常勤講師 石田 和男  



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
    過食，飽食の時代に入り，高齢化社会の到来とともに，さまざまな生活習慣がクローズアップされ，人々の健

康に対する関心が高まっている。健康に暮らし，健やかに老いることが万人の願いである。このような現状の中

で，これから健康薬学科で学び，将来医療人としての薬剤師になる学生にも，健康維持や疾病に関わる多くの基

礎知識が必要となる。 
本教科では，「健康」という観点から，さまざまな健康に関わる諸因子を取り上げ，食生活，ライフスタイル，

生活環境，運動および精神活動などの諸因子の変化が健康にどのように関わっているかについて講義し，これか

らの学習の指針を示す。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   健康と疾病の概念の変遷と，その理由を説明できる（C11-(3)-1−1,2） 
2.   疾病の一次，二次，三次予防について説明できる（C11-(3)-2−１） 
3.   集団の健康と疾病の現状を把握する人口統計の意義を概説（C11-(2)-1-1,2） 
4.   人口の将来予測に必要な指標を列挙し，その意義について説明できる（C11-(2)-1-3,4,5） 
5.   死因別死亡率の変遷について説明できる（C11-(2)-2-1,2,3,）。 
6.   疾病の予防における疫学の役割を説明できる（C11-(2)-3-1,2,3,4,5） 
7.   生活習慣病の種類とその動向について説明できる（C11-(3)-4-1） 
8.   食生活と生活習慣と疾病の関わりについて説明できる（C11-(3)-4-2,3） 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 健康とは 日本人の死因とその変遷 
 2.  長寿化社会 
 3. 人口統計 人口静態•動態統計 
 4.  少子高齢化  
 5. 疫学 疫学の方法とデザイン 
 6.  疫学の結果とその解析 
 7. 日常生活と健康 がん 
 8.  動脈硬化 
 9.  糖尿病 
10.  アルコールとタバコ 
11.  肥満と肥満症 
12.  肥満 
13.  運動 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，レポートなどの結果を総合的に評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 健康科学 津田謹輔（丸善出版）および 配布資料 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 スタンダート薬学シリーズ５ 健康と環境 日本薬学会（編）（東京化学同人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 「病気の治療」から「健康な人の更なる健康」を指導する予防医学における健康薬学の 

役割を理解してほしい    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー いつでも結構です。研究室へお越しください。ただし不在の時もありますので，予め連絡

してください。 

健康薬学総論健康薬学総論健康薬学総論健康薬学総論    １年次半期（前期），必修，１単位     生体防御学研究室 白木 洋 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
我々の健康を維持・増進するため，あるいは生活習慣病を予防するためには規則的な身体活動（運動）と休養

が不可欠である。そのため薬剤師にも，地域住民の健康に関するさまざまな事柄に対する良きアドバイザーとし

ての活動が期待されている。 
本教科では，各種運動・スポーツによる身体の生理的機能の変化および休養による生理的機能の変化などにつ

いて解説し，運動が身体におよぼす影響を修得させる。これらの講義を通して，運動・休養の重要性，および健

康との関連性を認識させる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   運動が身体に及ぼす影響と運動適応能について説明できる。 
2.   肺および組織におけるガス交換について説明できる。 
3.   安静時と運動時の呼吸運動について説明できる。 
4.   心臓について機能と構造を関連づけて説明できる。 
5.   安静時と運動時の血流配分について説明できる。 
6.   運動時におけるエネルギー供給系の概略を説明できる。 
7.   疲労回復促進に効果的な休養と睡眠の概略について説明できる。 
8.   応急処置の基本を理解し，その対処法について説明できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 運動適応 運動が身体に及ぼす影響，運動適応能 
 2. 運動と呼吸器系 呼吸器系のしくみ，ガス交換 
 3. 運動と呼吸器系 肺と組織におけるガス交換 
 4. 運動と呼吸器系 呼吸筋，安静時と運動時の呼吸運動 
 5. 運動と循環器系 循環器系のしくみ，肺循環と体循環 
 6. 運動と循環器系 心臓の構造，心臓ポンプ作用，心臓の刺激伝導系 
 7. 運動と循環器系 安静時と運動時の血流配分，スターリングの法則 
 8. 運動と循環器系 筋ポンプと呼吸ポンプ，静脈還流量 
 9. 運動と循環器系 循環器系の運動適応能 
10. 運動とエネルギー 筋とエネルギー代謝，解糖系，酸化系（有酸素系） 
11. 運動とエネルギー ATP-CP系，乳酸閾値（LT）  
12. 運動とエネルギー 骨格筋の筋線維タイプ，筋疲労 
13. 疲労と休養 運動による疲労と積極的休養 
14. 定 期 試 験 運動生理学1～13に対する習熟度試験を実施。 

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況およびレポートなどにより総合的に評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 身体運動の科学 講義資料 横浜薬科大学出版 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 健康薬学科の学生として，健康に関する幅広い知識を身につけてください。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー いつでも結構です。気軽に研究室へお越しください。    

運動生理学運動生理学運動生理学運動生理学    １年次半期（前期），必修，１単位 運動生理学研究室 准教授 八田 有洋 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
我々の健康を維持・増進するため，あるいは生活習慣病を予防するためには規則的な身体活動（運動）と休養

か不可欠である。そのため薬剤師にも地域住民の健康に関する良きアドバイザーとしての活動か期待されている。 
本教科では，運動生理学を基礎として，健康維持・増進のための健康体操やジョギングなどの運動処方の意義

と実際，肥満と健康などについて解説する。また，運動を実施する上での実践的な留意点を理解させるため，実

地講習を行う。これらの講義・講習を通して，適切な健康運動，ジョギングを指導できる程度の技術を修得させ

る。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   健康３原則について理解し，健康日本２１の概略について説明できる。 
2.   運動の功罪について説明できる。 
3.   生活習慣病の種類とその動向について説明できる。 
4.   生活習慣病の危険因子を列挙できる。 
5.   食生活と喫煙などの生活習慣病と疾病のかかわりについて説明できる。 
6.   メタボリックシンドロームの概要とその予防について説明できる。 
7.   生活習慣病の運動療法について説明できる 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 健康づくりと身体運動 健康日本21，健康３原則，健康寿命の延伸 

 2. 運動の功罪（功） 有酸素運動と無酸素運動 

 3. 運動の功罪（罪） 運動障害，激運動による酸化ストレス 

 4. ストレッチング 種類とその効果，インナーマッスル，伸張反射 

 5. ストレッチング 腰痛症とその予防，腸腰筋，内転筋群 

 6. ストレッチング 肩痛症とその予防，ローテーターカフ 

 7. 生活習慣病とその予防 骨粗鬆症とその予防，運動によるメカニカルストレス 

 8. 生活習慣病とその予防 日本人の三大疾病，食生活の欧米化，運動不足 

 9. 生活習慣病とその予防 死の四重奏，生活習慣病の危険因子 

10. 生活習慣病とその予防 メタボリックシンドローム，内臓脂肪,   BMI 

11. 生活習慣病とその予防 アディポサイトカイン，インスリン抵抗性 

12. 生活習慣病とその予防 高血圧，肥満予防としての有酸素運動 

13. 生活習慣病とその予防 動脈硬化，血管作動性物質（NO, ET-1），アンチエイジング 

14. 定 期 試 験 運動と健康1～13に対する習熟度試験を実施 
    
方方方方 略略略略 講義，SGD 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況およびレポートなどにより総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 身体運動の科学 講義資料 横浜薬科大学出版 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 健康薬学科の学生として，健康の保持・増進と生活習慣病の予防・改善に効果のある具体

的な運動内容について理解して下さい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー いつでも結構です。気軽に研究室へお越しください。 

運動運動運動運動と健康と健康と健康と健康    １年次半期（後期），必修，１単位 運動生理学研究室 准教授 八田 有洋 



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
現代医学の中における漢方の位置づけを知ることは，これから漢方医学，生薬学を学ぶ学生にとって大切である。 
本教科では，生薬と漢方薬，漢方医学の基礎的知識および本邦における漢方医学の発展の変遷を教授するとと

もに，現代医療における漢方の役割について講義する。また，実際の医療現場における漢方に対する考え方，漢

方薬使用の現状について概説する。さらに，さまざまな疾病に対する漢方薬の使用例を挙げ，どのような症状や

疾患に漢方が有効であるかを概説する。これらの講義を通じて，漢方医学の基礎的知識を身につけ，今後さらに

漢方を学んでいくための動機づけとなることを目的とする。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   漢方医学の歴史について理解し，概要を説明できる。 
2.   漢方医学と中医学，漢方薬と民間薬との違いについて説明できる。 
3.   漢方生薬の基源と加工法，薬性および薬能について説明できる。 
4.   漢方薬の構成，剤形，服用法について説明できる。 
5.   漢方医学的診察法（四診）について説明できる。 
6.   漢方医学的な証の診断および陰陽，虚実，気・血・水などの漢方医学的概念について説明できる。 
7.   漢方治療の特徴を列挙できる。 
8.    漢方治療が有効な疾患について具体例を挙げて説明できる。 
9.   現代医療における漢方治療の役割について理解する。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 漢方医学の歴史 漢方は中医学を基とし発展した日本独自の伝統医学 
 2. 漢方と中医学，民間薬との違い 診察や診断法，生薬の種類や分量，処方などの違い 
 3. 漢方生薬 漢方生薬の基源，分類，加工法，薬性，薬能 
 4. 漢方薬の構成と作用 構成生薬の組合せ，漢方薬の作用・副作用 
 5. 漢方薬の剤形，服用法 煎剤，散薬，丸薬，エキス製剤，外用剤などの剤形。 

漢方薬の服用法。煎剤を実際に煎じ試飲する。 
 6. 漢方医学的診察法（四診） 望診，聞診，問診，切診の方法と漢方医学的所見 
 7. 漢方医学的診断と基本概念 証の診断。証，陰陽，虚実などの漢方医学的概念。 
 8. 漢方医学的診断と基本概念 気・血・水による漢方医学的な病態のとらえ方 
 9. 漢方治療の特徴 一剤で複数の症状を改善，同病異治・異病同治，体質改善，補剤，

未病を治すなどの特徴を有する。 
10. 漢方治療の実際 女性，高齢者，小児の漢方治療 
11. 漢方治療の実際 呼吸器疾患，生活習慣病の漢方治療 
12. 漢方治療の実際 消化器疾患，外科領域の漢方治療 
13. 漢方治療の実際 アレルギー性疾患，痛みの漢方治療 
14. 定 期 試 験 １～１３の講義内容について試験を実施。 

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，出席，授業態度等による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 学生のための漢方医学テキスト  日本東洋医学会 （南江堂） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 漢方医学 大塚敬節著，入門漢方医学 日本東洋医学会 （南江堂）  
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 漢方の歴史，生薬，漢方薬，漢方の診断・治療，現代医療における役割を理解する。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義時間中のみ受け付けます。 

漢方入門漢方入門漢方入門漢方入門    １年次半期（前期），必修，１単位   漢方治療学研究室 教授 福澤 素子  



  

  

  
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
医療の原点としての民族医療，薬の原点としての民族薬がある。これらは，長い歴史の試練を経て伝承され，

使い続けられた民族固有の伝統医学，伝統薬物である。今日代替医学と総称されている世界の主な伝統医療のう

ち，アーユルヴェーダ，仏教医学，ユナニ医学，ギリシャ医学，ホメオパシー，漢方，鍼灸などの種々の医療体

系を紹介し，そこで使われる薬物，さらに疾病予防，自己治療，生活習慣病改善，罹病者生活の質改善や香粧品，

食品，嗜好品への応用などを学ぶ。また，医薬品開発のシーズとしての民族薬探索の方法なども合わせ教授する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   漢方医学の特徴について概説できる。 
2.   漢方薬と民間薬，代替医療との相違について説明できる。 
3.   漢方薬と西洋薬の基本的な利用法の違いを概説できる。 
4.   漢方処方と「証」との関係について概説できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 世界の伝統医薬学 世界の伝統医薬学の現状と現代における意義 
 2. アーユルヴェーダ アーユルヴェーダの歴史，理論 
 3. アーユルヴェーダ アーユルヴェーダの診断，治療法，使用薬物 
 4. 仏教医学，チベット医学 仏教医学，チベット医学の歴史，理論など 
 5. 中国医学 中国医学の発祥（三大古典など） 
 6. 中国医学 中国医学の歴史的変遷（金元医学など） 
 7. 中国医学，漢方医学 中国医学の伝来，日本における漢方医学の成立 
 8. 漢方医学 日本における漢方医学の発展 
 9. 漢方医学 漢方医学の理論，診断，治療法，使用薬物 
10. 漢方医学 漢方医学の現状（普及実態，有用性，科学的解明，教育） 
11. ギリシャ・ローマ医学 ギリシャ・ローマ医学の歴史，理論，診断，治療法，使用薬物 
12. ユナニ医学 ユナニ医学の歴史，理論，診断，治療法，使用薬物 
13. その他の伝統医学・相補代替医療 ホメオパシー，カイロプラクティック，ドイツ自然療法など 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，出席点により総合的に判定 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 プリント資料使用 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 伝統医薬学・生薬学 御影雅幸，木村正幸 編 （南江堂） 

伝統医学の世界   池上正治 （エンタプライズ） 
入門漢方医学   日本東洋医学会，学術教育委員会 編 （南江堂） 
西洋医学史ハンドブック ディーター･ジェッター （朝倉書店） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 現代の医療現場において有用性が評価されている伝統医薬学について，歴史，理論，診断

治療体系など基礎的な事柄をしっかり学んでしてほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があればいつでも結構ですので研究室へお越し下さい。ただし学会等で不在の

時もあります。 

伝統医薬学伝統医薬学伝統医薬学伝統医薬学    １年次半期（後期），必修，１単位   薬用資源学研究室 教授 寺林 進 



  

  

    
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
薬剤師は病棟業務や薬局窓口あるいは在宅医療などで多くの患者に接遇しなければならない。これら 
の患者を介護する基本的知識を学んでおくことは，患者から信頼を得てコミュニケーションを容易にするとと

もに，看護・医療スタッフとの連帯を深めるのみ役立つ。 
本教科では，介護の目的と役割，介護を要する患者の身体的，精神的心理状態について理解する。さ 
らに，介護の展開過程や介護の実際について概説する。これらの基礎知識を，薬物治療の適正化を通して，患

者の安全確保のＱＯＬ（生活の質）向上に貢献できるようにする。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   高齢者の身体的，心理的，社会的特徴を列挙できる。 
2.   認知症の種類と症状について具体例を挙げて説明できる。 
3.   望ましいチームケアについてチームケアのモデルを例に説明できる。 
4.   介護保険制度の利用までの流れについて概ね説明できる。 
5.   薬剤師か行う居宅療養管理指導の具体的内容を列挙できる。  

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 福祉とは何か。介護とは何か。 辞事典・テキストにおける介護緒家の定義 

 2. 介護の歴史（わが国の介護の流れ） 寝たきり老人認知症の老人収容された老人たち 

 3. 介護の歴史（わが国の介護の流れ） 養老院から特養へ社会的入院介護の社会化 

 4. 高齢者の特徴 身体，心理，社会的特徴喪失体験 

 5. 高齢者の特徴 廃用症候群 

 6. コミュニケーション技法 言語と非言語傾聴受容的態度共感的態度 

 7. コミュニケーション技法 様々なコミュニケーション技法 

 8. 認知症の理解 アルッハイマー型認知症脳血管性認知症 

 9. 認知症の理解 中核症状と周辺症状 

10. チームケア 医療・保健・福祉の連携 

11. 介護保険制度 保険者被保険者保険給付サービスの種類 

12. 介護保険制度 サービス利用までの流れ認定調査 

13. 介護保険制度 ケアマネジメントと介護支援専門員 

14. 介護保険制度 薬剤師の行う居宅療養管理指導 

15. 定 期 試 験  
    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況などにより総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 図解よくわかる介護保険 しくみ編十実賎編 田中元 著（ナツメ社） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書    第３版「よくわかる介護保険制度」深田信子 島津淳 戸栗栄次   

菊池和則 著（医歯薬出版） 
「介護基礎論」竹内孝仁 著（医歯薬出版） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 高齢者福祉をめぐる環境の歴史的な変化に関して大枠をつかみ，その上で，現在の介護保

険制度の仕組みを理解し，薬剤師が担う役割について考えてほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義時間中，もしくは講義終了後に受け付けます。ただし講義の内容に即したもの

に限ります。    

介護学概論介護学概論介護学概論介護学概論    １年次半期（前期），必修，１単位        非常勤講師 伊東 一郎 



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）リハビリテーションの重要性は，人口の高齢化，疾病構造の変化，医療重要の

拡大により年々増大しており，医療施設のほか，保健・福祉施設や在宅介護などにおいてもますます高まってい

る。薬剤師としてもその重要性とその基本理念を理解しておく必要がある。 
本教科では，リハビリテーションの概念や人の基本的生活を保障するための人権思想をＱＯＬ向上の観点から

講術する。さらにリハビリテーションの対象とその方法，リハビリテーションにかかわる専門職種の役割と機能

を知ることによって，チーム医療における薬剤師のあり方を学ぶ。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   リハビリテーションチームを理解する 
2.   リハビリテーションチームの一員である理学療法士を理解する 
3.   理学療法士が対応する疾患や患者像について具体例を挙げて説明できる  

 
授授授授業計画（項目・内容）業計画（項目・内容）業計画（項目・内容）業計画（項目・内容）    
 1. 医療人として大切なもの 医療従事者の日常を理解する 

 2. 患者とリハビリテーションチーム リハビリテーションのチーム構成を理解する 

 3. 主治医とリハビリテーションの処方 リハビリテーションが始まるまでの流れを理解する 

 4. 理学療法士について リハビリテーションに携わる理学療法士について理解する 

 5. 臨床の実際 臨床の現実、および医療人が日ごろ考えていることを理解する 

 6. 理学療法士が行う諸検査 理学療法士が臨床で行う検査法について理解する 

 7. 脳卒中と理学療法 脳卒中患者に対する理学療法を理解する 

 8. ICUにおける理学療法 集中治療室で行われる理学療法を理解する 

 9. 整形外科疾患と理学療法 骨折などの整形外科疾患に対する理学療法を理解する 

10. 切断と義肢装具士 切断患者に対するリハビリテーションを理解する 

11. 心筋梗塞に対する理学療法 虚血性心疾患に対する心臓リハビリテーションを理解する 

12. ＣＯＰＤの疫学と理学療法 COPDの病態を知り、COPDに対する理学療法を理解する 

13. 呼吸理学療法 呼吸機能に着目した理学療法を理解する 

14. 定 期 試 験  
    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出欠席の状況，レポート，期末試験による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 特に定めない。毎回資料を提供する。 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 入門リハビリテーション概論  中村隆一 著 （医歯薬出版） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 「医療人としての心構え」を身につけるための授業だと思って参加してください。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 特に設けませんが，質問がある人にはメールアドレスを教えます。    

リハビリテーション概論リハビリテーション概論リハビリテーション概論リハビリテーション概論    １年次半期（後期），必修，１単位  
非常勤講師 内田 賢一 



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIGIGIGIOOOO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
数学は自然科学の基礎であり，自然界の法則は数式によって普遍化されている。薬学において化学系，物理化

学系，および薬剤学系科目を理解する上で，重要な基礎科目となる。 
本講義では，薬学各分野に必要な解析法である一次・二次関数，指数関数・対数関数，微分・積分法等につい

て説明し，数学解析の基本的知識を理解させる。さらに，これらの数学技法を用いて，薬学各分野に関するいろ

いろな問題を解かせる演習問題を取り入れることにより，計算力および応用力を身につけさせる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SSSSBOsBOsBOsBOs））））    

1.   一次関数，二次関数とそのグラフ 
2.   三角関数とその微分公式 
3.   指数関数，対数関数とその微分公式 
4.   微分積分学の基本定理 
5.   微分積分の計算 
6.   微分の応用・関数のグラフ 
7.   積分の応用・面積，曲線の長さの計算  

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 一次関数 一次関数とそのグラフ、直線の方程式 
 2. 二次関数と平方根関数 二次関数とそのグラフ、解と係数の関係 
 3. 多項式 剰余の定理、ユークリッドの互除法、部分分数展開 
 4. 関数の極限 極限値の計算と微分係数 
 5. 導関数 多項式と平方根関数の微分 
 6. 三角関数 三角関数の微分 
 7. 指数関数 指数関数の定義とその微分 
 8. 対数関数 対数関数の定義とその微分 
 9. 関数の増減 平均値の定理，関数の増減，関数のグラフ 
10. 定積分と不定積分 定積分の定義とその性質、不定積分の積分公式 
11. 微分積分学の基本定理 基本定理の証明 
12. 定積分の計算 部分積分法と置換積分法 
13. 定積分の応用 面積、曲線の長さの計算 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 前期については，実力が明確にわかるように定期試験の成績だけで評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 新訂 基礎数学，新井一道その他（大日本図書）（高校数学の復習用） 

新訂 微分積分Ｉ，新井一道その他（大日本図書） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 新訂 微分積分 I 問題集，新井一道その他（大日本図書） 

微分積分教科書 占部，佐々木（共立出版）（定理の証明も知りたい人のための本） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ     
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業日の空き時間に質問，相談があれば受け付けます。（授業日のみ対応） 

基礎数学基礎数学基礎数学基礎数学    １年次通年，必修，２単位（前期分）  教養教育研究室  教授 渡邉 哲朗 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
本講義では，薬学各分野に必要な解析法である一次・二次関数，指数関数・対数関数，微分・積分法等につい

て説明し，数学解析の基本的知識を理解させる。さらに，これらの数学技法を用いて，薬学各分野に関するいろ

いろな問題を解かせる演習問題を取り入れることにより，計算力および応用力を身につけさせる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   一変数の微分の応用として，偏微分を計算する。 
2.   重積分の定義を理解し，一変数の積分を用いて計算する。 
3.   行列の概念を理解し，計算する。 
4.   連立一次方程式の解法に行列を利用する方法を知る。 
5.   行列式を利用して連立一次方程式の解を計算する。  

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 偏微分 偏微分の定義と合成関数の微分公式 
 2. 偏微分の応用 二変数関数の極値 
 3. 重積分 二重積分の定義とその性質 
 4. 重積分の計算 累次積分公式と変数変換公式 
 5. 重積分の応用 体積の計算 
 6. 行列 行列の定義，行列の演算 
 7. 逆行列 行基本変形による逆行列の計算 
 8. 階段行列 行列の階数，標準階段行列 
 9. 連立一次方程式 連立一次方程式の解法 
10. 行列式 行列式の定義とその性質  
11. 行列式の展開 展開公式と逆行列の公式 
12. 行列式の応用 クラメールの公式 
13. 簡単な微分方程式  変数分離形微分方程式とその応用 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義，演習 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 前後期定期試験と毎回の宿題を総合して評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 新訂 線形代数，新井一道 その他（大日本図書） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 はやわかり Mathematica，榊原進（共立出版） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ     
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 授業日の空き時間に質問，相談があれば受け付けます。（授業日のみ対応） 

基礎数学基礎数学基礎数学基礎数学    １年次通年，必修，２単位（後期分）  教養教育研究室  教授 渡邉 哲朗 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
    薬学導入科目である本教科では，これから学ぶ薬学とは何か，薬とは何かを理解することが必要である。この

ため，薬学の歴史・役割の変遷，東洋医学と西洋医学および医薬品開発の現状などについて概説する。また，薬

剤師の使命，医療人としての倫理観，特に守秘義務の重要性などについて講述するとともに，薬剤師の活動分野

である医療機関，製薬企業，衛生行政などの職域における職務について述べる。さらに，医療チームの一員とし

ての薬剤師の役割についても論ずる。本講義により，薬の専門家としての薬剤師を目指すのに必要な基本的態度

とともに，人の痛みがわかる医療人として必要なヒューマニズムを身につける。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   ヘルシンキ宣言の内容を概説できる。 
2.   インフォームドコンセントの定義と必要性を説明できる。 
3.   患者の心理状態を把握し，配慮する。 
4.   薬学の歴史的な流れと医療において医薬品と薬学が果たしてきた役割を概説できる。 
5.   薬剤師の活動分野（医療機関，製薬企業，衛生行政など）について概説できる。 
6.   医薬品の適正使用における薬剤師の役割について概説できる。 
7.   化学物質が医薬品として治療に使用されるまでの流れを概説できる。 
8.   薬学生として学習に対するモチベーションを高めるために卒業生の活躍する現場などを体験する。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 生命の尊厳と薬学 生と死、医療、薬物療法、生命科学と薬学，薬学の使命，薬学の構成分野 

 2. 医薬品の役割 医薬品，生体との相互作用，疾病の診断，予防と治療、日本薬局方 

 3. 医薬品と薬学の歴史（１） 古代から近代へと発展する医薬品と薬学 

 4. 医薬品と薬学の歴史（２） 近代科学としての薬学，日本発の医薬品，先端医療 

 5. 医薬品の創製 医薬品の探索，デザイン，前臨床試験，臨床試験 

 6. 健康と薬学 食品，ビタミン，ミネラル，運動，喫煙と飲酒 

 7. 西洋薬と東洋薬 漢方薬と西洋薬，和漢薬，特定保健用食品 

 8. 医薬品の作用（１） 治療作用，副作用，有害作用，用量，用法，作用部位，作用機序，受容体 

 9. 医薬品の作用（２） 体内動態，吸収，分布，代謝，排泄，剤型，医薬運搬システム 

10. 医薬品の適正使用 医薬品情報の入手と適正使用，投与計画，医薬品の組み合わせと相互作用 

11. 医薬品の毒性と薬害 サリドマイド，スモン，ソリブジン等の薬害事件と防止 

12. 早期体験学習 薬剤師，薬学出身者の業務，早期体験学習，自己学習 

13. 薬剤師の使命 医療人の心構え，倫理観，ヘルシンキ宣言，インフォームドコンセント，
医薬分業，チーム医療，患者中心の医療，コミュニケーション，服薬指導，
救急救命，守秘義務，生涯学習 

14. 薬剤師の職域と今後 調剤，医薬品の供給，新薬創製，治験，医薬品情報提供，環境衛生，薬務・
保健行政，個の医療，遺伝子診断と治療，再生医療，東西融和の医療，研
究心 

15. 定 期 試 験  
    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，レポート，出席による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「これから薬学をはじめるあなたに」（日本薬学会編）（日本薬学会） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「ヒューマニズム・薬学入門」（日本薬学会編）（東京化学同人）  
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 「薬学，医薬品と薬剤師」の基本を理解し，意欲的に薬学履修に励むこと。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 図書館棟１８階の私のオフイスルームにいつでもおいで下さい。    

薬学概論薬学概論薬学概論薬学概論    １年次半期（前期），必修，１単位   薬物治療学研究室 教授 野村 靖幸 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        

本学で学ぶ「薬学」は，有機化学を中心とするきわめて高度な化学が基礎となっている。したがって，薬学の化学系

基礎および専門科目の学習が段階的に無理なく積み上げられるよう高校レベルの化学の復習から開始し，薬学への

導入科目として設定する。 

本教科では，原子・分子の成り立ちから物質の構造と性質，基本的化学現象を解説し，とくにこれから必要となる化学

専門用語の正確な把握とその的確な使用ができるように，発展的に授業を展開する。薬学を学ぶために求められる科

学の基礎学力を確実なものとするものである。 
    

到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   原子，分子，イオンの基本的構造，原子量，分子量について説明できる。 

2.   原子軌道の概念，量子数の意味，原子の電子配置について説明できる。 

3.   周期表に基づいて原子の諸性質（イオン化エネルギー，電子陰性度など）を説明できる。 

4.   化学結合（イオン結合，共有結合，配位結合，軌道の混成など）について説明できる。 

5.   溶液の束一的性質（浸透圧，沸点上昇，凝固点降下など）について説明できる。 

6.   質量保存の法則について説明できる。 

7.   酸と塩基の基本的な性質および強弱の指標を説明できる。 

8.   酸化と還元について，電子の授受を含めて説明できる。 
 

授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 原子の構造 原子番号，質量数，同位体，原子量，物質量 

 2. 〃 原子の電子配置 

 3. 〃 元素の周期性，イオン 

 4. 分子の構造 分子と結合 

 5. 〃 分子構造と混成軌道 

 6. 物質の状態 蒸気圧，溶液と濃度 

 7. 〃 浸透圧，沸点上昇，凝固点降下 

 8. 物質の変化 質量保存の法則 

 9. 〃 化学反応と反応熱 

10. 〃 反応速度，平衡 

11. 酸と塩基 酸・塩基の定義 

12. 〃 電離定数，電離度，水素イオン濃度 

13. 酸化と還元 酸化・還元の定義 

14. 定 期 試 験  
    
方方方方 略略略略 講義 

成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方成 績 評 価 方 法法法法 定期試験，レポートなどによる総合的評価    

教 科教 科教 科教 科 書書書書 基礎物質科学 大学の化学入門 蒲池幹次 他 著 （三共出版） 

参 考参 考参 考参 考 書書書書  

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 主に高校化学の復習。薬学で重要科目となる有機化学や分析化学の基礎を身につけてほしい。    

オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー いつでも構いませんが，不在なこともあるため，授業の時にでも予約を入れて下さい。 

基礎化学基礎化学基礎化学基礎化学    １年次半期（前期），必修，１単位  放射線科学研究室 准教授 加藤 真介 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
生物学は薬学における多くの生物系科目を理解するための基礎となる学問である。 
本教科では，薬学に必要な生体，細胞に関する基礎的事項をその基本から総合的に講義する。生体の構成成分

である糖質，脂質，タンパク質，核酸および無機質を理解し，それを踏まえて細胞の構造と機能を学ぶ。さらに，

生命の連続性という観点から，遺伝・発生について講述し，生命現象を支えるエネルギーとＡＴＰ，酵素のはた

らきを学ぶ。個体維持の観点から生体の恒常性やホルモンに関しても講義する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   生体内で機能する分子に関する基本的な内容を理解し，説明できる。 
2.   酵素の性質，作用機構に関する基本的な内容を理解し，説明できる。 
3.   生命体の基本単位としての細胞に関する基本的な内容を理解し，説明できる。 
4.   生命活動を担う遺伝子，タンパク質に関する基本的な内容を理解し，説明できる。 
5.   ホルモンによる調節機構に関する基本的な内容を理解し，説明できる。 

 
授業計画（項目・授業計画（項目・授業計画（項目・授業計画（項目・内容）内容）内容）内容）    
 1. 生命体を構成している物質 水と無機質 
 2.  タンパク質 
 3.  糖と核酸 
 4.  脂質 
 5. 細胞 細胞小器官の構造と機能 
 6.  細胞骨格と細胞運動 
 7.  細胞周期と細胞死 
 8. 遺伝 メンデルの遺伝の法則 
 9.  遺伝子の本体とDNAの構造 
10.  DNAの複製 
11.  DNAの転写と翻訳 
12. 生体の恒常性にかかわる物質 酵素の性質と酵素反応とエネルギー 
13.  ホルモン 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義形式 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況および提出物などにより総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「はじめの一歩のイラスト生化学・分子生物学」 前野正夫・磯川桂太郎 著 （羊土社）

「医歯薬系のための生物学」小林 賢（講談社）ライフサイエンティフィック２ 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 高校で生物を履修していない学生も苦手意識を持たず取り組んでください。講義は，高校

生物の内容も含めて進めていきます。生物は，覚えることが中心です。一年生では基本事

項を整理して覚えることが最も大切です。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 不在のときもありますが，部屋にいるときはいつでも結構です。    
 

基礎生物学基礎生物学基礎生物学基礎生物学    １年次半期（前期），必修，１単位  
漢方治療学研究室 講師 五十鈴川 和人 



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
物理学は，すべての自然科学の基礎であり，最近は技術の進歩に伴い，生命科学分野である医学，薬学等の分

野でもその重要性が増している。 
本講義は，薬学生が化学系科目および物理化学，機器分析学，物理薬剤学等の科目を学んでいく上で必要な物

理学の基礎知識を修得させることを目的とする。内容は物体の運動と力，仕事とエネルギー，熱力学および電磁

気学の基本となる法則を教授する。また，薬学や生命科学と関連する物理学の最近のトピックスについても，折

にふれて解説する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   物理量の基本単位の定義を説明できる。 
2.   物理量にはスカラー量とベクトル量があることを説明できる。 
3.   運動の法則について理解し，力，質量，加速度，仕事などの相互関係を説明できる。 
4.   直線運動，円運動，単振動などの運動を，数式を用いて説明できる。 
5.   運動エネルギー，ポテンシャルエネルギー，熱エネルギー，化学エネルギーなどの相互変化について例を

あげて説明できる。 
6.   光，音，電磁波などの波の性質を理解し，反射，屈折，干渉などの特性を説明できる。 
7.   電荷と電流，電圧，電力，オームの法則などを説明できる。 
8.   電場，磁場の中における荷電粒子の運動を説明できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. はじめに 物理量の表わし方 
 2. 力学 運動の表わし方 
 3.  等速直線運動 
 4.  等加速度直線運動 
 5.  ニュートンの運動の法則 
 6.  力と仕事 
 7.  力学的エネルギー保存の法則 
 8. 波動 波の性質 
 9.  光の性質 
10. 熱力学 熱と温度 
11.  熱力学第１法則 
12. 電磁気学 電荷と電流 
13.  電場と電位 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況により総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「物理学入門」 原康夫 （学術図書出版社） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書  
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬学に必要な高校物理を中心に講義を行いますので，高校で使った教科書や参考書を活用

してください。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 物理系科目の質問は何でも受け付けますので，いつでも来てください。    

基礎物理学基礎物理学基礎物理学基礎物理学    １年次半期（前期），必修，１単位 薬物解析学研究室  
非常勤講師 八木 健一郎 



  

  

  
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIGIGIGIOOOO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
    社会薬学は，人の“生命”や“健康”に医薬品や薬剤師が寄与していることを，社会とのかかわりを通して学

ぶ学問である。科学の発展と並行して，多くの医薬品やそれを用いるための規制がつくられ，新しい社会制度が

生まれてきた。薬事と社会の関係を医薬品開発，販売，使用，そして薬害などを通して考える。また，薬剤師の

社会的役割や職域・職務がどのようにして社会と関わっているかを認識させる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   医療の担い手としての倫理的責任を自覚する。 
2.   薬剤師法，薬事法，医療法，医師法，その他の関連法令を説明できる。 
3.   麻薬，向精神薬，覚せい剤取締法などを概説できる。 
4.   放射性医薬品の管理，取り扱いについて概説できる。 
5.   医療保険，介護保険制度を概説できる。 
6.   地域薬局の役割（在宅医療，在宅介護，学校薬剤師など）を説明できる。 
7.   医薬分業について説明できる。 
8.   セルフメディケーション，OTC薬，漢方薬，サプリメントなどの説明ができる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 第1章 薬と社会（1） 医療の歴史について解説する 
 2.     薬と社会（2） 薬剤師の歴史について解説する 
 3. 第2章 医療と倫理 医療倫理の変遷について解説する 
 4. 第3章 薬剤師の誕生 ヨーロッパ中世に始まる医薬分業から現代まで 
 5. 第4章 薬剤師と法 ①薬剤師法 薬剤師法について概説する 
 6.   ②薬事法，医療法について 薬事法，医療法について概説する。 
 7.   ③医療保険，介護保険について 医療保険，介護保険について概説する 
 8. 第5章 薬剤師と倫理 チーム医療や，インフォームドコンセントなど 
9. 第6章 医薬品と薬事法（１） 医薬品の開発について解説する  

10.     医薬品と薬事法（２） 市販後調査，再審査，再評価などについて解説する 
11. 第7章 麻薬及び向精神薬取締法  麻薬及び向精神薬取締法について解説する 
12. 第8章 覚醒剤取締法など 覚醒剤取締法などについて解説する 
13. 第9章 放射性医薬品について 放射性医薬品について解説する 
14 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略  講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法  定期試験で評価する 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「社会薬学入門」 大久保 一徳，山本 健次，松屋 次朗 編（法律文化社） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「薬学と社会」 日本薬学会編 （東京化学同人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ  社会において薬剤師が果たすべき責任，義務などを理解し，薬学を取り巻く法律，制度，

経済および薬局業務に関する基本的知識を習得してほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー   いつでも結構です。図書館棟16Fへお越し下さい。 

社会薬学社会薬学社会薬学社会薬学    １年次半期（後期），必修，１単位    臨床薬剤学研究室 教授 森 昌斗 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
    薬物効果の評価における生物反応の必要性と統計学的手法について解説する。哺乳動物の生体反応は個体間で

変動が多いため，正しく薬理効果を解析するためには統計学がきわめて重要なツールとなる。基本的な統計学の

概念について理解し，その統計学に基づいたデータ処理法を学習する。統計に関するデータの収集・整理・解析・

推定方法を講義し，データの記述，数量的指標による要約，確率分布と母集団分布，統計学推計など基本的な統

計解析の知識を修得させる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   母集団と標本についての概念を説明できる。 
2.   記述統計学の基本的な手法について実施できる。 
3.   統計的推測の概念を説明できる。 
4.   統計的仮説検定・推定のいくつかの基本的な手法を実施できる。 
5.   ２変量の間の関係を統計学的に認識するいくつかの基本的な手法を説明し，実施できる。  

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 統計的な考え方 母集団と標本，ランダム抜取，データのぱらつき 

 2. データのまとめ方（１） 度数表，層別，パレート図，チェックシート 

 3. データのまとめ方（２） ヒストグラムの作り方とその読み方 

 4. 確率分布（１）一離散分布一 離散確率変数，確率関数と分布関数，二項分布，ポアソン分布 

 5. 確率分布（２）一連続分布一 連続確率変量，確率素分と分布関数，正規分布，対数正規分布 

 6. 母平均に関する推測（１） 分散既知のときの母平均に関する仮説検定,帰無仮説,対立仮説,有
意水準 

 7. 母平均に関する推測（２） 第１種の過誤，第２種の過誤，検出力，信頼区間，信頼度 

 8. 母分散に関する推測（１） 平方和，カイ二乗分布，母分散に関する仮説検定と区間推定 

 9. 母分散に関する推測（２） F分布，等分散に関する仮説検定，分散比に関する区間推定 

10. 母平均に関する推測（３） ｔ分布，分散未知のときの母平均に関する仮説検定と区間推定 

11. 平均の差に関する推測 データに対応がある場合とない場合での平均の差に関する仮説検

定と区間推定 
12. ２変量の間の関係（１）－相関分析－ 散布図，相関係数の計算，相関に関する仮説検定と区間推定 

13. ２変量の間の関係（２）－回帰分析－ 回帰直線，最小二乗法，回帰係数に関する仮説検定と区間推定 

14. 定 期 試 験  
    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，レポートおよび出席状況等による総合評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 新編統計的方法改訂版 森口 繁一 編（日本規格協会） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 医学・薬学系のための生物統計学入門[第２版] 今野秀二，味村良雄 共著 ムイスリ出

版 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ     
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー    質問は講義時間中および講義終了後に受け付けます。ただし講義の内容に即したものに限

ります。 

 
 

基礎基礎基礎基礎統計学統計学統計学統計学    １年次半期（後期），必修，１単位    教養教育研究室 教授 岩瀬 晃盛  



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
薬学生が遭遇する一つの課題に，化学構造式の修得がある。本講座は，“化学の世界の言語”ともいうべき構造

式の正しい描き方と読み方を身につけ，薬学専門科目の基礎となる有機化学に強くなることを目的とする。短時

間のうちに目標まで到達するために，医薬品分子の構造を骨格部分と付属部分とに分けて考える。まず，各部を

組み立てる部品を知り，そして，その組み合わせによって種々のかたちをもつ医薬品ができていることを学ぶ。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   軌道の混成について説明できる。 
2.   薬学領域で用いられる代表的化合物を慣用名で記述できる。 
3.   有機化合物の性質に及ぼす共鳴の影響について説明できる。 
4.   有機反応における結合の開裂と生成の様式について説明できる。 
5.   構造異性体と立体異性体について説明できる。 
6.   キラリティーと光学活性を概説できる。 
7.   エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。 
8.   ラセミ体とメソ化合物について説明できる。 
9.   絶対配置の表示法を説明できる。 

10.   Fischer投影式とNewman投影式を用いて有機化合物の構造を描くことができる。 
11.   エタンおよびブタンの立体配座と安定性について説明できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 薬学と化学構造式 分子式と構造式，分子のかたち，薬の名称と構造式 
 2. 有機化合物をつくる炭素の構造 炭素原子の立体構造，sp3, sp2, spの各混性軌道 
 3. 構造式にもいろいろある 平面構造式，立体構造式，透視式，投影式 
 4. 構造式による異性体の表示 構造異性体，立体異性体，幾何異性体，光学異性体 
 5. 医薬品を構成するパーツ 医薬品の基本骨格，環状骨格，鎖状骨格，官能基 
 6. 医薬品の構造(１) －基本骨格の特性－ 鎖状，脂環状，共役系，芳香族，ヘテロ環の各骨格 
 7. 医薬品の構造(２) －官能基の特性－１ ハロゲン基，ヒドロキシ基 
 8. 〃    －官能基の特性－２ エーテル基，カルボニル基 
 9. 〃    －官能基の特性－３ カルボキシル基，エステル基 
10. 〃    －官能基の特性－４ アミノ基，アミド結合，ニトロ基，硫黄官能基 
11. 複合官能基の特性 アミノ酸，ヒドロキシ酸，ケト酸，サルファ剤 
12. ステロイド類の構造 性ホルモン，副腎皮質ホルモン 
13. 抗生物質，ビタミンの構造 βラクタム系ほか，水溶性・脂溶性ビタミン 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況およびレポートなどにより総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「医薬品の構造式－その描き方と読み方－」 野上 靖純 著（南江堂） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「全有機化合物名称のつけ方」       廖 春栄 著 （三共出版） 
教教教教 材材材材 HGS分子構造模型B型有機化学セット           （丸 善） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 「構造式は，描いて，描いて，手で覚えるんだよ。」    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー いつでもどうぞ（16F168号室），連絡方法は最初の講義で紹介します。 

薬学基礎講座薬学基礎講座薬学基礎講座薬学基礎講座１年次半期（前期），必修，１単位 医薬品化学研究室 教授 野上 靖純 



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
本学で学ぶ「薬学」は，有機化学を中心とするきわめて高度な化学が基礎となっている。 
本教科は，これから学ぶ無機化学，有機化学，物理化学の諸分野で必要となる化学結合論や熱力学をはじめと

した化学理論の修得を目的とする。講義の前半部分では，量子力学を主題として，原子・分子レベルの微視的科

学理論について，後半部分では，熱力学を主題として，原子や分子が凝集して物質となったときにあらわれる性

質，すなわち巨視的化学理論について講義する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   化学結合の成り立ちについて説明できる。 
2.   軌道の混成について説明できる。 
3.   原子軌道と分子軌道の基本概念を説明できる。 
4.   共役や共鳴の概念を説明できる。 
5.   ファン・デル・ワールス力について例を挙げて説明できる。 
6.   双極子間相互作用と分散力について例を挙げて説明できる。 
7.   水素結合について例を挙げて説明できる。 
8.   反応次数と速度定数について説明できる。  
9.   酸・塩基平衡を説明できる。 

10.   ブレンステッド酸・塩基，ルイス酸・塩基を定義することができる。 
 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 化学ことはじめ 理論化学の概観，純物質，混合物，物質の分離，有効数字 
 2. 原子とその構造 元素と原子，元素の周期律，ボーアの原子模型，原子の電子配置 
 3. 原子とその構造 軌道の形，イオン化エネルギーと電子親和力，イオンの大きさ 
 4. 分子とその形 分子の構成，イオン結合，共有結合，ルイス構造式 
 5. 分子とその形 原子軌道，分子軌道，軌道の混成，結合エネルギー 
 6. 分子とその形 異性体，分子の極性，電気陰性度，双極子モーメント 
 7. 電子の動き 分子間引力，水素結合，ファン・デル・ワールス力，溶媒和イオン 
 8. 電子の動き 電子の自由度，共役，共鳴，共鳴混成体，金属結合 
 9. 物質量と濃度 アボガドロ数と物質量，モル濃度 
10. 物質の三態 熱運動と物質の三態，気体の状態方程式，浸透圧 
11. 化学平衡と反応速度 化学平衡，熱化学方程式，エンタルピー，エントロピー，平衡定数 
12. 化学平衡と反応速度 反応速度，反応の次数，遷移状態，活性化エネルギー，触媒 
13. 酸と塩基 ブレンステッド酸・塩基，酸性度，緩衝液，ルイス酸・塩基 
14. 定 期 試 験 授業計画1～13に対する習熟度試験を実施 

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況およびレポートなどにより総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「基礎物質科学」蒲池幹治，岩井 薫，伊藤浩一 共著（三共出版） 

「ボルハルト・ショアー 現代有機化学 第４版（上）」古賀憲司，野依良治，村橋俊一 監

訳（化学同人） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「バイオサイエンス化学」新井孝夫，大森大二郎，立屋敷哲，丹羽治樹 共著（東京化学

同人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 教科書をよく読み，章末問題と配布する練習問題を自力で解く努力をすること。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば，いつでも結構ですので研究室へお越し下さい。ただし学会等で不在

の時もあります。 

理論化学理論化学理論化学理論化学    １年次半期（前期），必修，１単位  薬品反応学研究室  教授 大場 正志  
     



  

  

  
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
    有機化合物（炭素化合物）の化学は，医薬品の合成（創薬）だけではなく，薬学の生命科学，衛生化学，さら

には医療薬学を理解するための基礎となる学問である。そのため，有機化学を確実に理解することがこれからの

薬学を学ぶ上で重要である。 
本講義では，有機化学を学習する上での基礎的知識である有機化合物の構造（組成，実験式，分子式，原子価，

構造式，異性化），有機化合物を形成するイオン結合や共有結合などの化学結合の仕組みを電子論に基づいて解説

する。また，代表的な炭素化合物の分類，命名法，立体構造を修得し，酸・塩基の概念も学ぶ。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   原子軌道，分子軌道，混成軌道の基本概念を説明できる。 
2.   アルカンを IUPAC規則に従って命名することができる。 
3.   エタンおよびブタンの立体配座と安定性について説明できる。  
4.   ラジカルの構造と連鎖反応について説明できる。  

5.   シクロヘキサンのいす形配座における水素の結合方向（アキシアル，エクアトリアル）を図示できる。 
6.   置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因について説明できる。  
7.   エナンチオマー，ジアステレオマー，メソ化合物について説明できる。  
8.   Fischer投影式とNewman投影式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。  
9.   絶対配置の表示法を説明できる。 

10.   有機反応を，電子の動きを示す矢印を用いて説明できる。  
11.   SN2反応の機構について，立体化学を含めて説明できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 有機分子の構造と結合 有機化学の概観，クーロン力，イオン結合と共有結合，Lewis構造式 
 2. 有機分子の構造と結合 共鳴構造，原子軌道，分子軌道，混成軌道，有機分子の構造 
 3. アルカン 化学反応の速度論と熱力学，酸と塩基（求電子剤と求核剤） 
 4. アルカン 官能基，直鎖アルカンと分枝アルカン，アルカンの命名 
 5. アルカン アルカンの構造と物理的性質，アルカンの立体配座 
 6. アルカンの反応 アルカンの結合の強さ，アルキルラジカルの構造，メタンの塩素化 
 7. アルカンの反応 ラジカル的ハロゲン化の選択性，アルカンの燃焼と相対的安定性 
 8. シクロアルカン シクロアルカンの命名と物理的性質，環ひずみとシクロアルカンの構造 
 9. シクロアルカン シクロヘキサンの立体配座，置換シクロヘキサン，多環アルカン 
10. 立体異性体 キラルな分子，光学活性，絶対配置（R,S順位則），Fischer投影式 
11. 立体異性体 ジアステレオマー，メソ化合物，化学反応における立体化学 
12. ハロアルカンの性質と反応 ハロアルカンの物理的性質，求核置換反応，極性官能基の反応機構 
13. ハロアルカンの性質と反応 求核置換反応の速度論的考察，SN2反応の立体化学，構造とSN2反応性 
14. 定 期 試 験 授業計画1〜13に対する習熟度試験を実施 

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況およびレポートなどにより総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「ボルハルト・ショアー 現代有機化学 第４版（上）」古賀憲司，野依良治，村橋俊一 

監訳（化学同人） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「スタンダード薬学シリーズ３ 化学系薬学 I. 化学物質の性質と反応」日本薬学会編（東

京化学同人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 教科書をよく読み，練習問題と配布する補充問題を自力で解く努力をすること。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば，いつでも結構ですので研究室へお越し下さい。ただし学会等で不在

の時もあります。 

有機化学Ⅰ有機化学Ⅰ有機化学Ⅰ有機化学Ⅰ    １年次半期（後期），必修，１単位 薬品反応学研究室  教授 大場 正志 



  

  

  
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
無機－有機境界面での化学的研究，ならびに生命現象についても講述し，生体必須錯体を構成する元素の分類

と役割，放射性元素の基礎的事項を理解させる。 
本教科では，元素の原子についてその性質や反応性などを包括的かつ系統的に学ぶ。結合論，電子論，酸・塩

基および酸化・還元の理論などを解説し，化学反応が起こるメカニズムを理解させる。また，金属錯体や有機金

属化合物，触媒や酵素などに金属元素がどのように関与しているか，またそれらの構造と機能を講述する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   化学結合の成り立ちについて説明できる。 
2.   軌道の混成について説明できる。 
3.   代表的な典型元素を列挙し，その特徴を説明できる。 
4.   代表的な遷移元素を列挙し，その特徴を説明できる。 
5.   窒素酸化物の名称，構造，性質を列挙できる。 
6.   硫黄，リン，ハロゲンの酸化物，オキソ化合物の名称，構造，性質を列挙できる。 
7.   代表的な無機医薬品を列挙できる。 
8.   代表的な錯体の名称，立体構造，基本的性質を説明できる。 
9.   配位結合を説明できる。 

10.   医薬品として用いられる代表的な錯体を列挙できる。 
 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 原子の構造と周期表 原子の構造，量子論，量子力学，周期表と元素の分類 
 2. 元素の一般的性質 イオン化エネルギー，電子親和力，有効核電荷 
 3. 化学結合（１） イオン結合，共有結合 
 4. 化学結合（２） 配位結合，金属結合，分子間力 
 5. 無機化学の反応（１） 反応速度，化学平衡 
 6. 無機化学の反応（２） 酸と塩基，酸化と還元 
 7. 典型元素の化学（１） 水素，アルカリ金属，アルカリ土類金属，ホウ素，アルミニウム 

 8. 典型元素の化学（２） 炭素族，窒素族元素 
 9. 典型元素の化学（３） 酸素族，ハロゲン元素，不活性ガス 
10. 遷移元素の化学（１） 遷移元素の分類，スカンジウム族，チタン族，バナジウム族ほか 

11. 遷移元素の化学（２） マンガン族，鉄，コバルト，銅，亜鉛，ランタノイド 
12. 錯体の化学 錯体の生成と安定度，錯体の構造，結合理論 
13. 生物無機化学（１） 生命を支える元素，無機元素と疾病，生体内でも動態 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況、授業態度およびレポートなどにより総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「生命科学のための無機化学・錯体化学」  佐治英郎 編（廣川書店） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書  
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 「授業アーカイブス」学習意欲を高めること、主体的に学習すること    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 特別に時間を設定しないので，メール等にて質問してください。    
 

無機化学無機化学無機化学無機化学    １年次半期（後期），必修，１単位      教養教育研究室  梶原 正宏 



  

  

  
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
薬用植物は，医薬品開発の最も重要な資源の一つである。 
本教科では，植物および生薬の形態学的な鑑別，鑑定，植物分類学，植物命名法を講義する。さらに，進化系

統分類と生合成理論による植物成分の進化過程，医薬品探索への応用，薬用天然物資源の保護，無限にリサイク

ルし得る資源としての薬用植物の生産・流通，自然保護，植物バイオテクノロジー，遺伝子工学を応用した植物

の育種，増殖などについても幅広く概説し，生薬学，薬用資源学，天然物化学や漢方の基礎となる植物学を教授

する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   代表的な薬用植物の形態を観察する。（技能） 
2.   代表的な薬用植物の学名，薬用部位，薬効などを列挙できる。 
3.   代表的な生薬の産地と基原植物の関係について，具体例を挙げて説明できる。 
4.   代表的な薬用植物を形態が似ている植物と区別できる。（技能） 
5.   代表的な薬用植物に含有される薬効成分を説明できる。 
6.   医薬原料としての天然物質の資源確保に関して問題点を列挙できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 薬用植物学序論 霊長類と薬用植物，ヒトと薬用植物の関わり 
 2. 植物分類学 植物系統分類学，植物命名法 
 3. 植物形態学 根，茎 の外部形態及び内部形態 
 4. 植物形態学 葉，花，果実の外部形態及び内部形態 
 5. 植物形態学 植物および生薬の鑑定 
 6. 薬用植物の成分 植物の各種成分，生合成，ケモタキソノミー 
 7. バイオテクノロジーの応用 組織培養，細胞融合，遺伝子組み換えなど 
 8. 薬用植物の栽培と生産 薬用植物優良品種の開発と，薬用植物の生産・流通 
 9. 薬用植物の保護 天然資源保護に関する国際条約 
10. 有毒植物 トリカブトなど有毒植物の種類とその利用 
11. 日本の薬用植物 主要な民間薬，春の七草，秋の七草 
12. 世界の薬用植物 世界的に大きな影響を及ぼした薬用植物Ｉ 
13. 世界の薬用植物 世界的に大きな影響を及ぼした薬用植物 II 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，出席点により総合的に判定。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 薬学生のための薬用植物学・生薬学テキスト   高石喜久 他 編 （廣川書店） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 薬用植物学 野呂征男，水野瑞夫，木村孟淳，田中俊弘 編（南江堂） 

世界を変えた薬用植物   N. テイラー （創元社） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬用植物がいかに世界の人々の健康に寄与しているかを学んでほしい。同時に植物の多様

な世界についても興味を持ってほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があればいつでも結構ですので研究室へお越し下さい。ただし学会等で不在の

時もあります。 

薬用植物学薬用植物学薬用植物学薬用植物学    １年次半期（後期），必修，１単位      薬用資源学研究室 寺林 進 



  

  

  
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
医薬品，生体成分あるいは食品や環境物質等，我々の周囲には多くの無機物および有機物が存在している。こ

れらの物質が何であるか（定性），またどの程度の量なのか（定量）を知る事は重要なことである。 
本教科では，主に医薬品の定性・定量に必要となる重量分析，中和法，非水滴定法，沈殿法，キレー滴定法，

酸化還元法等の理論について，解り易く解説する。さらに，これらの分析法を日本薬局方収載医薬品を具体例と

して，演習することにより，定量分析については計算力も必要であることを理解させる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   日本薬局方収載の重量分析法の原理および操作法を説明できる。 
2.   沈殿平衡（溶解度と溶解度積）について説明できる。 
3.   沈殿滴定の原理，操作法および応用例を説明できる。 
4.   酸・塩基平衡を説明できる。 
5.   溶液のｐＨを計算できる。（知識・技能） 
6.   代表的な緩衡液の特徴と調製法を説明できる。 
7.   化学物質のｐＨによる分子形，イオン形の変化を説明できる。 
8.   中和滴定の原理，操作法および応用例を説明できる。 
9.   非水滴定の原理，操作法および応用例を説明できる。 

10.   キレート滴定の原理，操作法および応用例を説明できる。 
11.   酸化還元滴定の原理，操作法および応用例を説明できる。  

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 分析化学概論 定性分析，定量分析 
 2. 分析化学の基礎 単位，濃度，器具 
 3. 分析化学の基礎 データの取り扱い，データの信頼性 
 4. 重量分析 重量分析の基礎と応用 
 5. 沈殿法 溶解度積，分別沈殿，沈殿滴定 
 6. 中和法 酸塩基の理論 
 7. 中和法 ｐＨ緩衡液，化学種分布のｐＨ依存性 
 8. 中和法 中和滴定の基礎と応用 
 9. 容量分析法用標準液 調整法，評定，ファクター 
10. 非水滴定法 非水滴定の基礎と応用 
11. キレート滴定法 配位結合，安定度定数，キレート滴定の基礎と応用 
12. 酸化還元法 酸化還元電位，酸化還元適定の基礎と応用 
13. 演習 容量分析，滴定に関する演習  
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況等から統合的に評価 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 パートナー 分析化学Ｉ 斎藤 寛他 編 （南江堂） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 薬学のための分析化学  桜井 弘 編諸 （ｲﾋ学同人） 

定量分析化学   鮫島啓二郎 編著（朝倉書店） 
基本分析化学（社）  日本分析化学会編（朝倉書店） 

受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 薬学を学ぶ上での重要な基礎科目です。しっかり理解しましょう。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問は講義終了後に受け付けます。また授業日の昼休みなど空き時間でも可能です。 

分析化学Ｉ分析化学Ｉ分析化学Ｉ分析化学Ｉ    １年次半期（後期），必修，１単位  薬品分析学研究室 教授 大久保 明 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業・授業・授業・授業概要）概要）概要）概要）        
人の身体は，骨格系，筋系，神経系，循環器系，消化器系などの多くの器官系から構成され，これらの各器官

系が生命を維持するために重要な役割を果たしている。機能形態学は，体の構造，機能を理解し，薬の作用およ

び作用機序を理解するための基礎的学問である。 
本教科では，骨格系，筋系，神経系の構造的，機能的特徴について講義し，人体の基本的構造・機能に関する

基礎知識を修得させる。また，これらの各器官系の代表的疾患について述べるとともに，これらの器官に作用す

る代表的薬物も紹介する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   ヒトの身体を構成する臓器の名称，形態および体内での位置を説明できる。 
2.   ヒトの身体を構成する各臓器の役割分担について概説できる。 
3.   皮膚について機能と構造を関連づけて説明できる。 
4.   臓器，組織を構成する代表的な細胞の種類を列挙し，形態的および機能的特徴を説明できる。 
5.   正常細胞と癌細胞の違いを対比して説明できる。 
6.   筋収縮の調節機構を説明できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 生体構築の概要 細胞，組織，器官，器官系の関係について概説 
 2. 細胞の構造 生体を構成する細胞の形態的，機能的特徴 
 3. 組織についての概要 上皮組織，支持組織，筋組織，神経組織 
 4. 上皮組織 上皮組織の形態的，機能的特徴 
 5. 支持組織（結合組織） 結合組織の形態的特徴 
 6. 支持組織（結合組織） 結合組織の機能的特徴 
 7. 支持組織（軟骨組織） 軟骨組織の形態的特徴 
 8. 支持組織（軟骨組織） 軟骨組織の形態的特徴 
 9. 支持組織（骨組織） 骨組織の形態的，機能的特徴 
10. 支持組織（骨組織） 骨組織の形態的，機能的特徴 
11. 支持組織（骨組織） 骨の増厚，増長および骨折について 
12. 筋組織（骨格筋） 骨格筋の形態的，機能的特徴 
13. 筋組織（平滑筋） 平滑筋の形態的，機能的特徴 
14. 筋肉の収縮機構（骨格筋, 平滑筋） 骨格筋, 平滑筋の収縮機構 
15. 定 期 試 験 機能形態学1～14に対する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況により評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 ベーシック薬学教育シリーズ 機能形態学 （化学同人） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「シンプル解剖生理学」 河田 光博，樋口 隆 共著（南江堂） 

「解剖生理学」 高野廣子 著（南山堂） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 生体の構造，機能を理解し，薬の作用機序を理解する基礎としてほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば，いつでも結構ですから研究室へお越し下さい。

機能形態学Ⅰ機能形態学Ⅰ機能形態学Ⅰ機能形態学Ⅰ    １年次通年，必修，２単位（前期分）  機能形態学研究室 藤井 儀夫 



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
人の身体は，骨格系，筋系，神経系，循環器系，消化器系などの多くの器官系から構成され，これらの各器官

系が生命を維持するために重要な役割を果たしている。機能形態学は，体の構造，機能を理解し，薬の作用およ

び作用機序を理解するための基礎的学問である。 
本教科では，骨格系，筋系，神経系の構造的，機能的特徴について講義し，人体の基本的構造・機能に関する

基礎知識を修得させる。また，これらの各器官系の代表的疾患について述べるとともに，これらの器官に作用す

る代表的薬物も紹介する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   中枢神経系の構造と機能の概要を説明できる。 
2.   神経系の興奮と伝導の調節機構を説明できる。 
3.   シナプス伝達の調節機構を説明できる。 
4.   自律神経系の構造と機能の概要を説明できる。 
5.   体性神経系の構造と機能の概要を説明できる 
6.   リンパ系について機能と構造を関連づけて説明できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 神経組織（神経細胞） 神経細胞の形態的，機能的特徴 
 2. 神経組織（シナプス） 神経伝達機構（有髄神経，無髄神経） 
 3. 神経組織（神経筋接合部） 神経筋接合部での刺激伝達 
 4. 神経系（大脳半球） 大脳半球の構造的，機能的特徴 
 5. 神経系（大脳半球） 大脳半球の構造的，機能的特徴 
 6. 神経系（大脳髄質） 大脳髄質の構造的，機能的特徴 
 7. 神経系（脳幹） 脳幹の構造的，機能的特徴 
 8. 神経系（脳幹） 脳幹の構造的，機能的特徴 
 9. 神経系（脳脊髄膜） 脳脊髄膜の構造的，機能的特徴 
10. 神経系（脳神経） 脳神経の分布と機能的特徴 
11. 神経系（脊髄） 脊髄の構造的，機能的特徴 
12. 神経系（脊髄） 脊髄の構造的，機能的特徴 
13. 神経系（自律神経） 交感神経，副交感神経の分布と機能的特徴 
14. リンパ系 胸腺，脾臓，リンパ節の構造的，機能的特徴 
15. 定 期 試 験 機能形態学1～14に対する習熟度試験の実施 

    
方方方方 略略略略 講義 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，出席状況により評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 ベーシック薬学教育シリーズ 機能形態学 （化学同人） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「シンプル解剖生理学」 河田 光博，樋口 隆 共著（南江堂） 

「解剖生理学」 高野廣子 著（南山堂） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 生体の構造，機能を理解し，薬の作用機序を理解する基礎としてほしい。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 質問や相談があれば，いつでも結構ですから研究室へお越し下さい。 

機能形態学Ⅰ機能形態学Ⅰ機能形態学Ⅰ機能形態学Ⅰ    １年次通年，必修，２単位（後期分）  機能形態学研究室 藤井 儀夫 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
生化学は，生命現象を化学的知識と手法を用いて解析し，その本質を分子レベルで理解しようとする学問である。 
本教科では，生命現象の最小単位である細胞の構造と機能についての基礎知識を修得させることを目的とする。講

義では，細胞の分類，ウイルスの分類と構造，細胞を構成する物質である糖質，脂質，アミノ酸および核酸について概

説し，細胞内小器官の構造と機能について解説する。この講義により，生命現象を支配する物質群全体を理解させ，生

化学が薬学を学ぶ上で重要な基礎となることを認識させる。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   原核細胞と真核細胞，および DNA ウイルスと RNA ウイルスの相違を説明できる。 
2.   代表的なウイルスの構造と増殖過程を説明できる。 
3.   細胞内小器官の構造と機能について説明できる。 
4.   脂質を分類し，構造の特徴と役割を説明できる。 
5.   単糖，二糖，及び多糖の構造，性質を説明できる。 
6.   アミノ酸を列挙し，その構造に基づいて性質を説明できる。 
7.   代表的な生理活性ペプチドの構造，機能を説明できる。 
8.   核酸の種類と構造，および役割について説明できる。 
9.   タンパク質の主要な機能を列挙し，一次，二次，三次，四次構造を説明できる。 

10.   タンパク質の機能発現に必要な翻訳後修飾について概説できる。 
11.   酵素反応の特性を一般的な化学反応と対比させて説明できる。 
12.   酵素反応速度論および酵素反応の阻害様式について概説できる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    

 1. 細胞の分類と構造，および性質 原核細胞と真核細胞 
 2.  〃 ウ イ ル ス （ D N A ウ イ ル ス と R N A ウ イ ル ス ） ， 細 菌 ， 真 菌 
 3. 細胞内小器官の構造と機能 核 ， ミ ト コ ン ド リ ア ， 小 胞 体 ， ゴ ル ジ 体 ， リ ソ ソ ー ム ， ペ ル オ キ シ ソ ー ム 
 4. 細胞構成分子の分類と構造，および性質（1）糖質 単糖，オリゴ糖，多糖，複合糖質 
 5.  〃    〃 
 6. 細胞構成分子の分類と構造，および性質（2）脂質 単純脂質，複合脂質，誘導脂質 
 7.  〃    〃 
 8. 細胞構成分子の分類と構造，および性質（3）核酸 DNA, RNA (mRNA, rRNA, tRNA) 
 9. 細胞構成分子の分類と構造，および性質（4）アミノ

酸，生理活性ペプチド 
アミノ酸の構造と両性電解質としての性質，代表的な生理活性ペプチドの構造

と機能 
10.  〃    〃 
11. 細胞構成分子の分類と構造，および性質（5）タンパ

ク質 
タンパク質の分類と機能，一次～四次構造 

12.  〃    〃 
13. 酵素 酵素反応の特性，速度論，阻害反応 
14. 定 期 試 験  

    
方方方方 略略略略 プリントを配布し講義する。内容は教科書が中心である。 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 定期試験，小テスト，出席状況により総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「マッキー生化学」  市川 厚 監修  （化学同人）    
参 考参 考参 考参 考 書書書書 図書館に多くの参考書があります。目を通し自分にあったものを選ぶように。 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 講義は，“出席する”のではなく，“聴く聴く聴く聴く”ことに心掛けること。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 学会，会議等で不在の時以外，随時対応する。（研究室：C21）    

 

生化学Ⅰ生化学Ⅰ生化学Ⅰ生化学Ⅰ    １年次半期（後期），必修，１単位     生化学研究室 教授 中条 茂男 



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）    
    本演習は，本学1年次に学ぶ基礎化学，薬学基礎講座および理論化学，有機化学Ⅰなどの化学系科目の理解力

をよりいっそう深め，その基礎力を養うことを目的として設定した。したがって上記科目の内容とは密接につな

がっており，各科目の講義内容を系統的に復習できるように組み立てている。講義だけでは充分に理解できない

さまざまな事項を演習問題とし，問題を解くことによって確実に講義内容を理解させ身につけさせる。この演習

により，これから学ぶ，より専門的な有機化学や医薬品化学などを円滑に理解できる能力を涵養する。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   周期表に基づいて原子の諸性質を説明できる。 
2.   分子の極性および双極子モーメントについて概説できる。 
3.   基本的な化合物のルイス構造式を書くことができる。 
4.   ルイス酸・塩基を定義することができる。 
5.   構造異性体と立体異性体について説明できる。 
6.   鏡像異性体とジアステレオマーについて説明できる。 
7.   絶対配置の表示法を説明できる。 
8.   フィッシャー投影式とニューマン投影式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. 測定の体系 国際単位系，有効数字，科学的表記法 
 2. 原子論Ⅰ  原子の成り立ち，平均原子量，モル 
 3. 原子と分子 単体，化合物，分子，分子量 
 4. 化学式Ⅰ 組成式，分子式，示性式，構造式 
 5. 周期表 元素の周期性，電気陰性度，イオン化ポテンシャル 
 6. 化学式Ⅱ 平面構造式，立体構造式 
 7. 原子論Ⅱ 殻とエネルギー準位，電子配置，オクテット則 
 8. 結合の極性 結合の分極，双極子モーメント 
 9. 濃度 濃度の定義と使い分け，濃度の変換 
10. 酸・塩基 酸・塩基の定義と強さ，水素イオン指数 
11. 化学式Ⅲ・Ⅳ Lewis式，共鳴，構造異性体，立体異性体 
12. 原子論Ⅲ ４つの量子数，電子配置とエネルギー準位 
13. 光学異性Ⅰ，Ⅱ 光学活性，不斉，旋光度，（R-S）規則，光学純度 
14. 定期試験  

    
方方方方 略略略略 講義および演習形式 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 中間試験・定期試験，出席状況，授業態度などから総合的に判断する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 「基礎化学演習－1年次化学系強化科目－」（横浜薬科大学教務部編） 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 「医薬品の構造式」 野上靖純 著（南江堂），「ボルハルト・ショアー 現代有機化学 

第４版」古賀憲司，野依良治，村橋俊一 監訳（化学同人） 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 化学の基礎の部分の演習を行います。講義ではなんとなく分かったような部分も演習を行

うと意外と身についてないことに気付かされます。時間がかかっても構いませんので，自

分の力で問題を解いて演習に臨んでください。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー 随時対応する。 

基礎化学演習基礎化学演習基礎化学演習基礎化学演習    １年次半期（後期）必修１単位 薬品反応学研究室 講師 山崎 和応  
                          医薬品化学研究室 講師 磯村 茂樹  



  

  

 
一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
近年，食生活の欧米化や過剰摂取，運動不足などにより，肥満，高血圧，糖尿病等の生活習慣病が増加してい

る。医療の奉仕者としての薬剤師は，生涯を通した健康づくりを地域住民に啓蒙する立場にある。したがって，

薬剤師自らが個々の健康管理を習慣づけることが重要であり，スポーツなどの運動は健康の管理・維持増進に不

可欠である。 
本教科では，ライフスポーツとしての種々の運動種目を，実技を通して身につけさせ，基礎的な柔軟体操やジ

ョギングを指導できる程度の技術を修得させることを目標とする 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   生活習慣病の一次予防としての運動の重要性を理解し，自身の生活習慣について考える。 
2.   健康日本21が提唱する健康のための具体的な運動内容について体育実技を通して身につけ，地域住民に対

して指導・助言できる技術を修得する。  
 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. オリエンテーション 授業の進め方と注意点の確認，からだならし 
 2. ボディワーク 健康ストレッチング，健康ウォーキング 
 3. ボディワーク 健康ストレッチング，健康ウォーキング 
 4. ボディワーク 健康ストレッチング，健康ジョギング 
 5. テニス（導入） ミニテニス（ラケットとボールに慣れる） 
 6. テニス（導入） ミニテニス，ボレー＆キャッチ 
 7. テニス（基礎） フォアボレー，フォアハンドストローク 
 8. テニス（基礎） バックボレー，バックハンドストローク 
 9. テニス（基礎） サービス，シングルスゲームのルール 
10. テニス（基礎） スマッシュ，ダブルスゲームのルール 
11. テニス（応用と実践） サービス＆ボレー，ダブルスゲーム 
12. テニス（応用と実践） レシーブ＆ボレー，ダブルスゲーム 
13. テニス（応用と実践） サービス＆ボレー，シングルスゲーム 
14. 定 期 試 験 （定期試験）実技試験は実施しない 

    
方方方方 略略略略 実技 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出席状況およびレポートなどにより総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 なし 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 週に一度は身体を動かし，ストレスの発散や仲間作りに役立ててください。    
オフィスオフィスオフィスオフィスアワアワアワアワーーーー いつでも結構です。気軽に研究室へお越しください。    

体育実技体育実技体育実技体育実技    １年次通年，自由，２単位（前期分） 運動生理学研究室 准教授 八田 有洋 



  

  

 

一般目標（一般目標（一般目標（一般目標（GIOGIOGIOGIO・授業概要）・授業概要）・授業概要）・授業概要）        
近年，食生活の欧米化や過剰摂取，運動不足などにより，肥満，高血圧，糖尿病等の生活習慣病が増加してい

る。医療の奉仕者としての薬剤師は，生涯を通した健康づくりを地域住民に啓蒙する立場にある。したがって，

薬剤師自らが個々の健康管理を習慣づけることが重要であり，スポーツなどの運動は健康の管理・維持増進に不

可欠である。 
本教科では，ライフスポーツとしての種々の運動種目を，実技を通して身につけさせ，基礎的な柔軟体操やジ

ョギングを指導できる程度の技術を修得させることを目標とする。 
    
到達目標（到達目標（到達目標（到達目標（SBOsSBOsSBOsSBOs））））    

1.   生活習慣病の一次予防としての運動の重要性を理解し，自身の生活習慣について考える。 
2.   健康日本21が提唱する健康のための具体的な運動内容について体育実技を通して身につけ，地域住民に対

して指導・助言できる技術を修得する。  
3.   集団・団体種目を通して仲間と協力してスポーツを楽しむことのできる態度と能力を身につける。 

 
授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）授業計画（項目・内容）    
 1. オリエンテーション 授業の進め方と注意点の確認，からだならし 
 2. ボディワーク 健康ストレッチング，ソフトバレー 
 3. ボディワーク 健康ストレッチング，ソフトバレー 
 4. ボディワーク 健康ストレッチング，ソフトバレー 
 5. バドミントン（導入） ラケットとシャトルに慣れる，ラリー 
 6. バドミントン（基礎） ドライブ，ハイクリアー，ラリー 
 7. バドミントン（基礎） スマッシュ，ドロップ，サービス，ラリー 
 8. バドミントン（応用と実践） ルールの説明とダブルスゲーム 
 9. バドミントン（応用と実践） ダブルスゲーム 
10. バスケットボール（導入） ドリブル，パス，シュート（ボールに慣れる） 
11. バスケットボール（基礎） ドリブルシュート，ランニングシュート，ゲーム 
12. バスケットボール（基礎） ミドルシュート，スリーポイントシュート，ゲーム 
13. バスケットボール（応用と実践） ポストプレー，マンツーマンディフェンス，ゲーム 
14. 定 期 試 験 （定期試験）実技試験は実施しない 

    
方方方方 略略略略 実技 
成績評価方成績評価方成績評価方成績評価方法法法法 出席状況およびレポートなどにより総合的に評価する。 
教 科教 科教 科教 科 書書書書 なし 
参 考参 考参 考参 考 書書書書 なし 
受 講 生受 講 生受 講 生受 講 生 へへへへ 週に一度は身体を動かし，ストレスの発散や仲間作りに役立ててください。    
オフィスアワオフィスアワオフィスアワオフィスアワーーーー いつでも結構です。気軽に研究室へお越しください。    
    
 

体育実技体育実技体育実技体育実技    １年次通年，自由，２単位（後期分） 運動生理学研究室 准教授 八田 有洋 


